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禁止条約締結が世界の流れ　日本被団協６０年祝賀会　小池書記局長があいさつ
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（写真）祝賀会で来賓あいさつする日本共産党の小池書記局長＝12日、東京都内


　ことし結成６０年を迎えた日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）は１２日夕、結成６０周年記念祝賀会を東京都内で開きました。平和・反核諸団体の代表らが出席し、核兵器廃絶に向け、ともにたたかいを広げようと歓談しました。

　日本共産党、民進党、生活の党、社民党、自民党、公明党の国会議員が出席し、あいさつしました。井上哲士参院議員、大平喜信衆院議員とともに出席した日本共産党の小池晃書記局長は、党派をこえて祝賀会に駆けつけたのは被団協の運動が国内外で根を張っている証しだと強調し、「核兵器廃絶のために一緒に頑張っていきます」と表明。ヒバクシャ国際署名５６万人余を国連に提出した活動や欧州被爆者遊説などに、「勇気づけられる。命を削った訴えに応えたい」とのべました。「核兵器禁止条約の締結を求めるのが、世界の大きな流れです。これに背をむける日本政府を被爆者の立場に立たせるために、がんばり抜きたい」と語ると大きな拍手が起きました。

　岩佐幹三（みきそう）代表委員が主催者あいさつ。全労連の長尾ゆり副議長らが次々にマイクを握り、核兵器の非人道性と廃絶を世界に訴え続けてきた被爆者運動６０年をたたえ、交流しました。

自民改憲草案の問題点研究＝民進
　民進党は１３日、憲法調査会の役員会を開き、自民党がまとめた憲法改正草案の問題点を研究することを決めた。今後、週１回のペースで議論を行い、内容の取りまとめなどについては引き続き協議する。
　役員会後、枝野幸男会長は「自民党から立憲主義を破壊する内容の草案が出ている。国会で自民党総裁（安倍晋三首相）は憲法についての質問に答えない。無責任な姿勢だ」と批判した。
　自民党が衆参両院の憲法審査会の再開を求めていることについては「与野党の筆頭幹事が協議することだ」と述べるにとどめた。
　役員会では、辻元清美、白真勲両氏を副会長に、武正公一氏を事務局長にそれぞれ選任した。（時事通信2016/10/13-20:12）
安倍首相は器が小さい＝憲法答弁拒否を批判－蓮舫氏
　民進党の蓮舫代表は１３日の記者会見で、安倍晋三首相が憲法改正に関する答弁に応じない考えを示したことについて、「自分中心の国会運営だ。首相として器が小さいなと思う」と批判した。
　蓮舫氏は、首相が過去に自民党議員との間で改憲をめぐって答弁していたと指摘。「行政府の長が気分によって、相手によって答弁を使い分けるのは不誠実だ」と述べた。
　首相は１２日の衆院予算委員会で、改憲をめぐる民進党議員の質問に「答える義務はない」と語った。（時事通信2016/10/13-18:42）
民進憲法調査会、副会長に辻元氏ら 
日経新聞2016/10/14 0:03
　民進党は13日、国会内で憲法調査会役員会を開き、副会長に辻元清美衆院議員と白真勲参院議員が就くことを決めた。
産経新聞2016.10.13 22:22更新 
民進、自民改憲草案の問題点研究へ憲法調査会の枝野幸男会長「首相は逃げ腰で無責任」
　民進党は１３日、国会内で憲法調査会の役員会を開き、自民党の憲法改正草案の問題点を最優先で研究していく方針を確認した。蓮舫代表就任後初の役員会で、憲法調査会の新会長に就任した枝野幸男前幹事長らが出席した。
　この日の役員会では今後の議論の進め方について意見交換。今後、「未来志向の憲法を国民とともに構想する」とした党綱領に沿った議論を加速させる。
　枝野氏は役員会終了後、記者団に「自民党から立憲主義を破壊するような中身と思われる草案が発表され、国会で自民党総裁（安倍晋三首相）にいくら聞いてもお答えにならないという逃げ腰の無責任な姿勢がある」と首相を批判した。
　衆参の憲法審査会への対応については「向こうに問題があって開かれていなかった。筆頭理事間の協議に任せる」と語った。
　一方、首相は１３日の参院予算委員会で、民進党の野田佳彦幹事長が自民党憲法改正草案の撤回を憲法改正の具体的な議論の前提としていることについて「草案を撤回しなければいけないというのは、自由な議論を否定している。まさに言論の自由を封鎖するかのごときの議論だ」と批判した。
自民改憲草案、撤回せぬ＝年金改革に理解求める－安倍首相・参院予算委


参院予算委員会で答弁する安倍晋三首相（右）＝１３日午後、国会内
　安倍晋三首相は１３日の参院予算委員会で、自民党の憲法改正草案の撤回を民進党などが求めていることに関し、「自由な議論を否定している」と述べ、要求に応じない考えを改めて強調した。日本のこころを大切にする党の中野正志幹事長への答弁。
　首相は「『そもそも、そういう考え方を持っていること自体がおかしい』という考え方は、言論の自由を封殺するかのごとき議論だ」と述べ、民進党の姿勢を厳しく批判した。
　年金給付額の伸びを物価や賃金の上昇分より低く抑える「マクロ経済スライド」の強化を柱とする年金制度改革法案について、首相は「世代間の公平性が確保され、年金制度に対する若い世代の信頼を勝ち取れる」と述べ、理解を求めた。公明党の平木大作氏への答弁。
　首相は、子育て支援の一環としての産前産後サポートに関し「妊娠期から子育て期まで、地域において切れ目なく支援することで子育て家庭の不安を解消していく」と述べ、妊産婦のメンタルヘルスケアなどに努める考えを示した。公明党の竹谷とし子氏への答弁。
　リニア中央新幹線の整備事業に関し、政府は鉄道建設・運輸施設整備支援機構を通じた低利融資で全線開業を前倒ししたい考え。共産党の辰巳孝太郎氏が採算性に疑問を呈したのに対し、首相は「（事業主体の）ＪＲ東海の収益力は極めて高く、確実に償還される」と反論した。（時事通信2016/10/13-19:19）
参院は「都道府県代表」に　知事会の有識者研究会

共同通信2016/10/13 18:42

　全国知事会の有識者研究会は13日、参院選の合区解消に向けた最終報告案をまとめ、都道府県ごとの代表制を明記する憲法改正案を示した。改憲案は、参院を「広域的な地方公共団体の区域ごとに、住民を代表する選挙された議員で組織する」などと規定。国会法改正、公選法改正による合区解消策も併記した。11月の全国知事会議で議論する。

　知事会で合区問題を担当する飯泉嘉門・徳島県知事は会合で「地方側として、はっきりとした処方箋を立法府に示す必要がある」と訴えた。

南スーダン武力衝突「極めて憂慮」…国連派遣団

読売新聞2016年10月13日 18時48分

　【ヨハネスブルク＝上杉洋司】国連南スーダン派遣団（ＵＮＭＩＳＳ）は１２日、南スーダンで「この数週間、暴力や武力衝突の報告が増加している」とし、「極めて憂慮している」との声明を発表した。

　首都ジュバ近郊では８日、民間人を乗せたトラック４台が武装集団に襲撃され２１人が死亡した。同国暫定政府は、マシャール前副大統領を支持する反政府勢力の犯行だと主張している。ＵＮＭＩＳＳは現地調査を試みたが、暫定政府に立ち入りを拒否されたという。声明は「非武装の市民に対するあらゆる攻撃」を強く非難し、攻撃の即時停止を求めている。

しんぶん赤旗2016年10月14日(金)

南スーダン　砲撃・銃撃戦　国連が懸念

　国連南スーダン派遣団(ＵＮＭＩＳＳ)は１２日、ここ数週間、南スーダン各地で暴力や武力衝突が増加しているとして、強い懸念を示す声明を発表しました。

　声明によれば、南スーダン政府軍（ＳＰＬＡ）と反政府勢力の間で激しい砲撃や銃撃戦が行われ、死者や住民の避難が続いています。

　さらに声明は、中央エクアトリア州のイェイから首都ジュバを結ぶ幹線道路で民間人を乗せた車両が襲撃され、２０人以上が死亡した事件に言及。同地域では依然として武力衝突が継続しているものの、ＵＮＭＩＳＳの立ち入りは許可されておらず、ＳＰＬＡなどへの要請を行っているものの、依然として移動制限は解除されていないとしています。

　声明は、非戦闘員への暴力行為や攻撃を非難し、政府軍・反政府軍双方に対し、直ちに敵対行為を停止するよう求めています。

　安倍政権は、国連平和維持活動(ＰＫＯ)要員として南スーダンに派兵している陸上自衛隊に、安保法制＝戦争法に基づく｢駆け付け警護」や「宿営地共同防護」といった新任務を付与することを月内に判断する方針でしたが、情勢の急速な悪化などにより、判断を１１月以降に先送りしています。

しんぶん赤旗2016年10月14日(金)

南スーダンと自衛隊考える　“和平協定は崩壊”　ＮＧＯ非戦ネット集会　現地報告

　国際協力・交流活動などにとりくむＮＧＯ（非政府組織）などでつくるＮＧＯ非戦ネットは１２日夜、南スーダンの現状と自衛隊の「駆け付け警護」について考える集会を東京都内で開き、１２０人が参加しました。

　日本国際ボランティアセンター（ＪＶＣ）のスーダン事業現地代表の今井高樹氏にジャーナリストで平和新聞編集長の布施祐仁氏が聞きました。
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（写真）南スーダンの現状について報告する今井氏（正面右）と聞き手の布施氏（同左）＝12日、東京都中央区


　今井氏は、９月に南スーダンで活動した体験にもとづき報告。同国の国連平和維持活動（ＰＫＯ）に派遣されている自衛隊が駐留する首都ジュバについて今井氏は「ごく限られた首都中心部は安定しているが、郊外の多くはまったく違う」「昨年８月に締結された和平協定は、すでに崩壊したとみるのが妥当」とのべました。

　現地を今月視察した稲田朋美防衛相は「ジュバ市内は比較的落ち着いている」と国会答弁。安倍政権は自衛隊に「駆け付け警護」など新たな任務付与を狙い、緊迫しています。

　今井氏は「南スーダン政府と政府軍はＰＫＯに敵対的な態度をとっている」と指摘し、「自衛隊に新たな任務を付与すれば政府軍兵士と対峙（たいじ）することになりかねない」とし、「ＰＫＯからの撤退を検討すべきだ」と訴えました。

　日本共産党の井上哲士参院議員が参加しました。

ＰＫＯ新任務、11月に付与方針　駆けつけ警護など 
　政府は南スーダン国連平和維持活動（ＰＫＯ）に参加する陸上自衛隊に「駆けつけ警護」など安全保障関連法に基づく新任務を11月に付与する方針だ。活動地域は治安が比較的落ち着いている首都ジュバ周辺に限定するが、郊外では今も銃撃戦が続いている。野党は自衛隊員の危険が増大すると追及しており、政府は新任務付与に向け、ぎりぎりまで現地の情勢などを見極める考えだ。
　政府は与党幹部に11月に南スーダンＰＫＯの新任務…【続きあり】
ヒバクシャ国際署名、５６万筆を国連へ　被団協届ける
朝日新聞デジタル宮崎園子2016年10月14日05時31分

国連総会第１委員会のブカドゥム議長に署名を手渡す藤森俊希・日本被団協事務局次長（左）＝国連のホームページから
　結成６０年を迎えた日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）が、核兵器禁止条約の制定を求め、国際署名活動に取り組んでいる。２０２０年までに世界で億単位の署名を集めることをめざす。１３日に都内で開かれた日本被団協の全国都道府県代表者会議で「再びヒバクシャをつくらない、という心の願いとして取り組もう」と、核廃絶の機運を高める決意を確認した。
　署名運動は今年４月、日本被団協の結成６０年の節目に、核廃絶へ向けた国際世論を喚起しようとスタート。日本宗教者平和協議会や日本反核法律家協会など３２の団体が賛同している。
　今月渡米した藤森俊希事務局次長（７２）は７日、この夏までに３８の国・地域で集めた５６万４２４０筆を、核軍縮を協議する国連総会第１委員会のサブリ・ブカドゥム議長に届けた。
　ブカドゥム議長は日本被団協の…【続きあり】
被団協、初の被爆２世全国調査へ　来夏結果まとめる予定
朝日新聞デジタル岡本玄2016年10月13日18時17分
　日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）は、被爆２世の健康や意識調査を始める。初めての全国調査で、被爆者を親に持つ人たちの健康状態や意識を把握し、国や自治体への要望につなげていく。１３日に東京都で開かれた全国都道府県代表者会議で報告された。
　調査項目は、被爆２世が対象の健康診断を受けたことがあるか▽自らの病気や健康状態と親の被爆が関係していると思うか▽医療費助成や手帳の発行など国や自治体に実現してほしいことは何か▽親の世代から被爆体験を聞いたことがあるか――など１４項目。各都道府県の被爆者組織を通じて近く配布し、来夏に結果をまとめる予定。
　日本被団協はこれまで国に対し、被爆２世を対象にした病歴調査や健康診断項目の追加などを求めてきた。今回の全国調査の結果を踏まえ、こうした要望を強めていく方針。浜住治郎事務局次長は「被爆２世の実態を適切に把握するため、幅広く回答を寄せてほしい」と呼びかけている。（岡本玄）
安倍首相、靖国参拝見送りへ　秋の例大祭、中韓関係改善を優先

共同通信2016/10/13 22:14

　安倍晋三首相は今月17～20日の靖国神社秋季例大祭に合わせた参拝を見送る方向で最終調整に入った。12月初旬を軸に日中韓3カ国首脳会談を日本で開催する方向で調整に入っており、中韓両国との関係改善を優先したとみられる。複数の政府関係者が13日明らかにした。

　私費で「真榊」と呼ばれる供物を奉納し、支持基盤である保守層にも配慮するとみられる。第2次政権発足後、2013年12月26日に靖国神社を参拝したが、終戦記念日や春、秋の例大祭では参拝を見送っている。

　首相は9月5日、中国・杭州で習近平国家主席と会談し、対話促進の必要性を確認した。

衆院選協力、相互推薦が原則＝志位氏
　共産党の志位和夫委員長は１３日の記者会見で、次期衆院選での野党候補の一本化について、「相互支援、相互に推薦し合うことが大原則だ。（候補者を）一方的に降ろすことはあり得ない」と述べ、野党間の明確な協力態勢の構築が条件になるとの考えを示した。
　志位氏は複数の小選挙区で共産党候補の勝利を目指す考えを強調。「（各党が）お互い譲り合って、お互いに推薦し合う態勢をつくらなかったら総選挙ではとても力は出ない」と強調した。（時事通信2016/10/13-18:19）
産経新聞2016.10.13 20:19更新 
共産党・志位和夫委員長、次期衆院選の野党共闘「相互推薦が条件」「政策協定もしっかりと」
　共産党の志位和夫委員長は１３日の記者会見で、次期衆院選での民進党など野党間の選挙協力について「相互協力なしには成り立たない」と述べ、選挙区の公認候補を相互推薦することを条件とする考えを示した。
　志位氏は「（共産党は候補者を）一方的に下ろすことはあり得ない。お互い譲り合い、相互に推薦し合う体制を作らなかったら、総選挙の本番はとても力が出ない」と指摘。共産党は衆院東京１０区と福岡６区の両補欠選挙（２３日投開票）で公認候補を取り下げ、民進党候補を推薦していないが、「補選に限っての対応で、特例だ」と述べた。
　志位氏は衆院選で選挙協力する際、野党間で政策協定を結ぶ必要性についても「（７月の）参院選のときとは比較にならないほどしっかりやらなければならない」と強調。さらに「総選挙の場合には、政権問題について前向きな合意が必要になる」とも述べた。
　共産党は「安全保障関連法の廃止と立憲主義の回復」のみを目的とした連立政権「国民連合政府」を提案している。志位氏は、共産党と連立政権を組むことを選挙協力の絶対条件とはしない考えを示したが「協力をより強く、しっかりしたものにしていくためには、（政権に関し）前向きな合意が必要だ」とも述べた。
共産 志位委員長 衆院選は相互推薦で候補一本化を
NHK10月13日 17時28分
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共産党の志位委員長は記者会見で、次の衆議院選挙における民進党などとの野党連携について、「一方的に、共産党が候補者を取り下げるのはありえない」としたうえで、各党が相互に推薦する形で候補者の一本化を進めるべきだという考えを示しました。
この中で、志位委員長は、次の衆議院選挙における民進党などとの野党連携について、「３００近い選挙区で、一方的に共産党が候補者を取り下げるのはありえない。互いに譲り合わないと力が出ず与党には勝てない」と指摘しました。
そのうえで、志位氏は「各党が、互いに推薦を出し合うのが大原則で、これなしには、野党共闘は成り立たない。本当に力を合わせる態勢を名実ともに作るべきだ」と述べ、各党が相互に推薦する形で、候補者の一本化を進めるべきだという考えを示しました。
また、志位氏は、安全保障関連法を廃止するため、民進党などと国民連合政府を樹立する共産党の構想について、「候補者調整などを進めるにあたっての条件にはしないが、前向きな合意が必要だ」と述べました。
安倍首相、泉田氏に支援要請＝新潟知事選
　安倍晋三首相は１３日午後、新潟県知事を退任する泉田裕彦氏と首相官邸で会談した。同席した自民党の二階俊博幹事長によると、首相は同知事選（１６日投開票）について「われわれも頑張るからよろしくお願いします」と述べ、与党推薦候補への支援を求めた。泉田氏はこの後、記者団に「きょうは退任あいさつだ」と述べるにとどめ、要請に応じるかは言及を避けた。　
　菅義偉官房長官は記者会見で「知事にお越しいただけたことは大きい」と語り、泉田氏の協力に期待を示した。
　原発再稼働に厳しい姿勢を示してきた泉田氏が出馬を見送った同知事選をめぐっては、野党推薦候補が泉田路線の継承を掲げている。（時事通信2016/10/13-16:46）
首相、新潟知事に「我々も頑張るから…」　知事選めぐり
朝日新聞デジタル2016年10月13日14時44分
　新潟県の泉田裕彦知事は１３日午後、首相官邸で安倍晋三首相（自民党総裁）と会談した。同席した二階俊博幹事長によると、泉田氏が立候補を見送り、東京電力柏崎刈羽原発の原発再稼働が大きな争点となっている１６日投開票の県知事選が話題になり、首相は「我々も頑張るから、知事もよろしくお願いします」と述べ、事実上、自公推薦候補への協力を要請したという。
　会談後、泉田氏は記者団に会談を「退任のごあいさつ」と説明。首相には「原子力防災に課題があり、住民が不安を感じている」と伝えたという。泉田氏に対しては、野党３党推薦候補の陣営でも支援に期待する声がある。自公推薦候補か野党３党推薦候補のいずれかを応援する可能性について泉田氏は、「後継指名はしない、と最初から申し上げている通りだ」と述べるにとどめた。
自民幹事長、新潟県知事選で泉田氏に支援要請 
日経新聞2016/10/13 19:54
　自民党の二階俊博幹事長は13日、自民党本部で新潟県知事を退任する泉田裕彦氏と会談した。二階氏は「泉田知事の力添えを得て16日投開票の新潟県知事選で自民党が勝利したい」と述べ、与党推薦候補の支援を求めた。泉田氏は会談後、記者団に「後継指名はしない」と述べ、支援要請に応じるかどうか明言しなかった。
　会談に先立ち、安倍晋三首相も泉田氏と首相官邸で会談。二階氏によると、首相も「われわれも頑張るからよろしくお願いします」と支援を求めた。原発再稼働に厳しい姿勢を示してきた泉田氏が出馬を見送った同知事選では、野党の推薦候補が泉田路線の継承を掲げているが、政権側も泉田氏の取り込みを図ろうとしている。
産経新聞2016.10.13 22:22更新 
新潟県知事選　与党楽勝ムード一転　自民・二階俊博幹事長が現職・泉田裕彦知事と安倍晋三首相の会談をセットし巻き返しを図る
　泉田裕彦知事の任期満了に伴う新潟県知事選（１６日投開票）の情勢が混沌としている。選挙戦終盤になっても、与党推薦で前長岡市長の森民夫氏と、野党が推す医師の米山隆一氏とが大接戦を展開。県民の支持が根強い泉田氏の「後継」を米山氏が打ち出したため、森氏の楽勝ムードが一転した。焦りを募らせた安倍晋三首相と自民党の二階俊博幹事長は１３日、泉田氏に直接支援を求める“奇策”に打って出た。
　「泉田知事や後援会の力添えを得て自民党は必ず勝利し、知事と連携して、いろいろやっていきたい」
　二階氏は１３日、党本部に泉田氏を迎え、必勝の意気込みをこう示した上で支援を要請した。会談冒頭には報道陣を前に泉田氏と笑顔で握手し、一体感の演出も忘れなかった。
　この直前、二階氏は泉田氏とともに官邸で首相と向き合っていた。首相は３期１２年務めた泉田氏を慰労した上で「当然、力を借りることもある。よろしくお願いしたい」と述べた。予定外の首相との会談を調整したのも二階氏だった。
　泉田氏は２つの会談を「退任あいさつ」と強調したが、二階氏は記者団に「言外に（知事選の）自民党候補をよろしく頼むということだ」と首相の狙いを解説した。泉田氏も会談後、「（知事選で）後継指名はしない」と記者団に明言。首相や二階氏との会談を何度も「光栄だ」と語り、「泉田氏＝与党」の構図が鮮明になったのは間違いない。自民党内には「泉田氏に何らかの“再就職先”をにおわせ、身動きを取らせなくしたのでは」（中堅）との憶測もある。
　露骨な取り込みの背景には、米山氏が東京電力柏崎刈羽原発の再稼働反対を前面に押し出し、再稼働に慎重だった泉田氏の後継を主張していることがある。
　米山氏の選対本部長の森裕子参院議員は１２日、新潟県三条市での集会で「泉田知事は『福島第１原発事故の検証なくして再稼働の議論はできない』と命がけで県民を守ってくれた」と会場にいない泉田氏を一方的に持ち上げ、米山氏を「泉田氏の意志を継ぐリーダー候補だ」とアピールした。
　こうした状況を一気に変えるべく「安倍－泉田」会談を実現させた二階氏だが、実態は苦戦の裏返しともいえる。４選を目指していた泉田氏が突如、出馬撤回を表明したのが８月３０日。野党は出遅れ、９月１日に森民夫氏が自民党本部を訪れた際、二階氏周辺は「いい形だ。これで決まっただろ。無投票もありうる」と語っていた。民進党が自主投票を決めたことも楽観論を加速させた。
　ところが、その後の米山氏の立候補表明で構図は一変。自民党が行った世論調査では横一線で、報道各社の調査でも森氏のリードは数ポイントにとどまった。
　自民党には悪夢の再来がよぎった。７月の参院選新潟選挙区（改選数１）では、自民党現職が野党統一候補だった森裕子氏に敗北。危機感を強めた首相は今月上旬、県連幹部に電話をかけ、「２連敗は避けたい」と指示。二階氏は副幹事長や二階派議員らに新潟入りの号令をかけ、自らも１２日、新潟市内に県連幹部を集めて引き締めを図り、土地改良団体なども回って組織票固めに奔走した。１３日には公明党の漆原良夫中央幹事会会長も応援に入り、さらにテコ入れを図った。
　対する民進党は今回、自主投票を決めた後に同党を離党した米山氏が出馬表明し、後手を踏んだ。共産党や市民団体主導の選挙戦となっており、民進党幹部は「米山氏が勝っても負けても赤っ恥だ」と話している。（沢田大典）
　　　　　　◇
　◇新潟県知事選（届け出順）
三村誉一　７０　元団体職員　無新
森民夫　　６７　前長岡市長　無新　＝自民、公明推薦
米山隆一　４９　医師　　　　無新　＝共産、自由、社民推薦
後藤浩昌　５５　行政書士　　無新
しんぶん赤旗2016年10月14日(金)

「再稼働ノー」米山候補に　新潟県知事選最終盤　大接戦　支持拡大に全力
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（写真）民主県政の会の宣伝で訴える米山候補＝13日、新潟市


　東京電力柏崎刈羽原発（新潟県柏崎市、刈羽村）６、７号機の再稼働が最大争点の新潟県知事選（１６日投開票）は最終盤に入り、再稼働を止めるため、市民と５野党が擁立した米山隆一候補（４９）の支持を最後まで広げ大接戦を勝ち抜こうと、電話での対話が県内各地で取り組まれています。

　１３日、新潟市東区内の日本共産党事務所では、臨時電話６台を設置し、渋谷明治県議や、党支部・後援会員らが対話しました。

　選挙戦後半に入り自民、公明の両党が推薦する森民夫候補は、にわかに原発“反対”ポーズを取り始めています。党大形支部の女性（６９）が対話した６０代の女性は「原発問題は、どっちがいいのか分からない。選挙には行かない」と言います。

　女性が「森候補は、原発を早く動かしたいと思っている自民党や財界が推している」と説明し、「再稼働させないためには米山候補を」と訴え。女性は「選挙に行って、米山さんに入れます」と支持を約束しました。

　別の女性からは「電気は足りているので、危険な原発を動かす必要はない。新潟県民は、目覚めないといけない」という声も返ってきました。

しんぶん赤旗2016年10月14日(金)

争点鮮明、広がる共闘　勝利必ず　新潟知事選　志位委員長が会見
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（写真）記者会見する志位和夫委員長＝13日、国会内


　日本共産党の志位和夫委員長は１３日、国会内で記者会見し、野党と市民の統一候補、米山隆一氏が猛追し、大激戦・大接戦となっている新潟県知事選（１６日投票）について問われ、「最終盤の情勢は大激戦・大接戦というのが現状です。残る数日間、手だてを取り切って、必ずいい結果を出したい｣と語りました｡

　志位氏は、選挙戦の様相について「（東京電力）柏崎刈羽原発の再稼働の是非が最大争点として明瞭になり、ＴＰＰ（環太平洋連携協定）の問題も争点になっています。その中で、県政のあり方を問うというたたかいとなっています」と指摘しました。志位氏は「県民多数の願いを託せるのは、米山さんしかないという流れが広がっています。そういう流れをつくる上で、野党と市民の共闘が大きな力を発揮しています」と強調しました。

　知事選での野党共闘について問われ、志位氏は「選挙戦の経過の中で、すでにたくさんの民進党の国会議員の方々が応援にかけつけています」として、民進党の松野頼久、前原誠司両衆院議員や、黒岩宇洋県連代表などが米山候補の応援に立ったと述べ、「実態的には４野党の共闘になってきています」と指摘しました。

　志位氏は「野党と市民の共闘態勢が本気の共闘になって、それが選挙戦全体の中で大きな力を発揮し、そして共闘の輪が、かつて自民党議員であった白川勝彦さん（元自治相）のような保守層にも広がっていくというたたかいになってきています。この流れを広げに広げて必ず勝利したい」と語りました。

参院選 １票の格差訴訟 きょうから判決
NHK10月14日 5時18分
ことし７月の参議院選挙でいわゆる１票の格差が最大で３．０８倍だったことをめぐり弁護士グループが選挙の無効を求めている裁判は、１４日から来月にかけて各地の高等裁判所で判決が言い渡されます。いわゆる「合区」を含む定数是正で格差が縮小した一方、３倍を超える格差があったことを裁判所がどう評価するか注目されます。
７月の参議院選挙では、選挙区によって議員１人当たりの有権者の数に最大で３．０８倍の格差があり、弁護士などのグループが「投票価値の平等に反し、憲法に違反する」として、選挙の無効を求める訴えを全国の１４の高等裁判所や高裁の支部に起こしています。
一連の裁判は今月から来月にかけて判決が言い渡される予定で、１４日午後４時に最初の判決が広島高等裁判所岡山支部で言い渡されます。
参議院選挙の１票の格差をめぐっては、最高裁判所が、最大で４．７７倍だった３年前の選挙を「違憲状態」と判断し、ことしの選挙では、いわゆる「合区」を含む定数是正が行われ、３．０８倍に縮小しました。こうした格差是正に向けた国会の取り組みの一方で、３倍を超える格差があったことを裁判所がどう評価するか注目されます。
しんぶん赤旗2016年10月14日(金)

安倍暴走政治に審判　野党と市民の“本気の共闘”で　衆院ダブル補選　志位氏が強調

　日本共産党の志位和夫委員長は１３日の記者会見で、野党統一候補が立候補している衆院東京１０区、福岡６区の両補選について記者団の質問に答え、「勝利する上で大事なポイントが二つあります」と語りました。

　第１に、志位氏は、「“安倍暴走政治に対する審判の選挙”だという位置づけを鮮明にして、政治的な攻勢をかけることがとても大事になります」と強調しました。

　野党４党の党首会談や書記局長・幹事長会談で、安倍政治と対決する政治的中身として(1)安保法制廃止、立憲主義回復(2)アベノミクスによる国民生活の破壊、格差と貧困を是正する(3)環太平洋連携協定（ＴＰＰ）や沖縄問題など、国民の声に耳を傾けない強権政治を許さない(4)安倍政権のもとでの憲法改悪に反対する―という４点を確認していることに言及。野党が共同提出した１５本の法案の内容も共通の公約にしていくことも確認していることを挙げて、「これらの確認した内容も正面に押し出して、安倍暴走政治に対する審判を下そうということを正面から論戦の上で押し出していくことが大切だと考えます」と述べました。

　第２に、志位氏は、「野党と市民の“本気の共闘”の体制をつくらなければいけません」と強調。補選の野党統一候補の擁立の過程で、民進党側から“野党候補を一本化して、協力してたたかいたい”という要請があったと紹介し、「この経過からいっても“本気の共闘”を４野党プラス市民でやっていくうえで、民進党が積極的なイニシアチブを発揮してほしいと思います。私たちは何でもやる用意があるし、最大限の取り組みを始めています」と語りました。

衆院選準備を万全に＝民進・蓮舫氏
　民進党の蓮舫代表は１３日、所属する野田グループの会合に出席し、安倍晋三首相が年明けの衆院解散・総選挙に踏み切るとの見方が与党幹部から出ていることを踏まえ、出席議員に選挙準備を万全に行うよう指示した。会合には長浜博行副代表、近藤洋介選対委員長代理らが出席した。野田佳彦幹事長は欠席した。
　会合では出席者から、衆参両院の憲法審査会や党憲法調査会で首相の解散権の乱用を制限するための議論を始めるべきだとの意見が出された。（時事通信2016/10/13-16:25）
連合会長、民進執行部に「衆院選へ擁立早期に」 
日経新聞2016/10/13 19:44
　民進党の蓮舫代表ら執行部と連合の神津里季生会長らは13日、同党本部で会談した。神津氏は来年１月の衆院解散の可能性が浮上していることを踏まえ、候補者の擁立や基本政策づくりを早期に進めるよう求めた。蓮舫氏は政権に対して「徹底して対案で対抗したい」と力を込めた。細野豪志代表代行は基本政策について11月をメドに議論を始める考えを示した。
　神津氏は23日投開票の衆院２選挙区の補欠選挙で野党候補者の一本化がされたことに関し「乱立回避は望ましいことだ」と述べた。
連合 衆院選にらみ民進に政権構想など準備要請
NHK10月13日 12時32分
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民進党と連合の幹部が会談し、連合側は、衆議院の解散・総選挙をにらんで、政権構想や候補者の擁立などの準備に早期に取りかかるよう求めました。
会談には、民進党から蓮舫代表や野田幹事長らが、連合から神津会長らが出席しました。この中で、蓮舫代表は「働く人や生活者の思いに全く寄り添わない安倍政権には違和感しか感じず、対案を持って対抗していきたい」と述べました。
これに対し、神津会長は「安倍政権との違いを国民に明示する意味でも、民進党の基本政策や政権構想を早期に示してもらいたい」と述べ、衆議院の解散・総選挙をにらんで、政権構想や候補者の擁立などの準備に早期に取りかかるよう求めました。さらに、神津氏は、共産党などとの野党連携に関連して、野党が乱立する事態は回避する必要があるとしながらも、ほかの党から推薦などを受けない形で民進党の候補者に一本化する方向で調整すべきだという考えを伝えました。
会談のあと神津氏は記者団に対し、「国民の中には『本当に今の自民党の流れでよいのか、さりとて野党はどうか』と漂っている人が相当いる。その大きな固まりをしっかりと受け止めるに足るメッセージを出していくことが必要だ」と述べました。
何となく解散風吹いてる＝麻生氏
　麻生太郎副総理兼財務相は１３日の自民党麻生派会合で、年明けの衆院解散・総選挙が取り沙汰されていることに関し、「何となく今、風は吹いている。解散権は首相の専権事項で、基本的には自分の選挙区を歩くことが大事だ」と述べ、解散に備えるようメンバーに促した。　
　一方、岸田文雄外相は岸田派会合で、「昨今いろいろなところから聞こえてくるが、まだ不透明だ。緊張感を持ってそれぞれの役割に当たってほしい」と述べた。（時事通信2016/10/13-15:57）
麻生副総理 解散「なんとなく風が吹いている」
NHK10月13日 14時01分
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麻生副総理兼財務大臣は、派閥の会合で、衆議院の解散・総選挙に関連して「なんとなく風が吹いている」と述べたうえで、選挙に備えて、地元選挙区での活動に取り組むよう促しました。
この中で、麻生副総理兼財務大臣は、衆議院の解散・総選挙に関連して「なんとなく風が吹いている。しかし、この風は基本的に忘れてほしい。解散は、安倍総理大臣の専権事項であり、わかったようなつもりになって、ティーグラウンドの上で、芝を抜いて風の方向を測っても全然わからない」と述べました。
そのうえで、麻生副総理は「衆議院の人たちは、自分の選挙区をしっかり歩くことがいちばん大事だ。参議院選挙が終わった人たちのお礼にあわせて、一緒に歩くことなどをお願いしたい」と述べ、選挙に備えて地元選挙区での活動に取り組むよう促しました。
また、岸田外務大臣は「昨今、衆議院の解散の話が、いろいろなところから聞こえてくる。まだまだ不透明だとは思うが、緊張感を持ってそれぞれの役割にあたってもらいたい」と述べました。
産経新聞2016.10.14 01:00更新 
【政界徒然草】解散風にものんきな自民１、２回生に「４０人落選」の危機！？　「若手は自分が偉いと勘違い」と党幹部が分析

自民党細田派の研修会で、細田博之総務会長が配布した同派所属衆院議員の得票率一覧表。若手議員の苦戦ぶりが一目瞭然だ 
　永田町に吹く解散風は日増しに強まっているが、自民党への追い風を受けた選挙しか経験していない衆院当選１、２回の同党の若手の中には危機感に乏しい議員も少なくないらしい。自民党衆院議員２９０人のうち１、２回生は約４割（１２１人）を占めるだけに、大量に落選者が出れば政権を失いかねないが、党の最新調査では、若手に厳しい結果が出ている。党幹部らは候補者差し替えも含めたショック療法に乗り出した。
　「（１２月の）日露首脳会談の成果で支持率が上がれば良いですね」
　「大丈夫でしょう。野党が弱いから」
　永田町に「安倍晋三首相が来年１月に衆院解散・総選挙に踏み切るのでは」との憶測が流れ始めた９月中旬、自民党本部で、平成２４年に初当選した当選２回の議員が同僚と解散を話題にしていた。どこか楽観ムードのようにも感じられたが…。
　報道各社の世論調査によれば内閣支持率は５０％前後を維持。一方、民進党は新代表に知名度の高い蓮舫氏が就任した直後だったが、政党支持率は１０％前後で低水準を抜け出せていなかった。
　確かに危機感が高まりづらい状況だが、そんな自民党内のムードに危惧を強めたのが執行部の面々だ。当初、解散風の発信源は主に公明党と目されていたが、自民党幹部も９月末ごろから盛んに解散に言及し、危機感を煽り始めた。
　「いま（選挙）準備に取り掛からない人がいるとすれば、論外だ」
　二階俊博幹事長は今月１０日、記者団の質問にこう語り、次期衆院選の準備を急ぐ必要性を説いた。高村正彦副総裁も１２日、記者団に「確かなことは解散風が吹き始めているということだ。常在戦場の心構えを超え、何らかの準備を始めた方がいい」と述べた。
　確かに一般論で言えば、前回衆院選（平成２６年１２月）から２年も経過すれば首相がいつ解散を決断してもおかしくはない。しかし、あるベテラン議員は「安倍首相はまだ解散を具体的に考えているわけではないと思う。（二階氏らの発言は）選挙に弱い若手に対し『気を引き締めなさい』ということだ」と解説する。
　特に平成２４年と２６年の衆院選で初当選した１、２回生は、有権者の期待を裏切った民主党（現民進党）の凋落で自民党に追い風が吹く中での選挙戦しか経験していない。
　逆風の野党時代（２１～２４年）、地元で地道に後援会を固め、地方議員との関係を築いてきた議員に比べ、選挙基盤が弱いケースが多い。中には、いまだに選挙区内で自身の後援会を組織できていない議員までいるという。
　トラブルを起こす議員が多いのも特徴だ。女性タレントとの不倫が週刊文春に報じられて議員辞職した宮崎謙介氏（３５）や、未公開株をめぐる金銭トラブルなどを報じられて離党した武藤貴也衆院議員（３７）もこの世代。最近では務台俊介内閣府兼復興政務官（６０）が岩手県の台風被災地の視察中、職員に背負われて水たまりを渡り、批判されたことが記憶に新しい。党幹部は「自分は偉い立場だと勘違いしている奴が多い」と手厳しい。
　自民党本部が最近実施した衆院当選１、２回生の情勢調査では３分の１にあたる４０人程度が次は落選の危機だという。ある重要閣僚はかねて「民進党の支持率が少しでも改善すれば、若手が２０～３０人は落ちる」と周囲に語ってきた。
　７月の参院選の結果、自民党など改憲に賛成する勢力が衆参両院で３分の２以上の議席を確保したが、次期衆院選で現職が大量落選すれば元も子もない。そこで党執行部は１９日から１、２回生らを対象に、選挙戦に向けた勉強会を開催することを決めた。二階氏や古屋圭司選挙対策委員長らが講師として「常在戦場」を説き、地元での地盤固めの手法を教える予定だ。
　それだけにとどまらず、執行部はさまざまなショック療法を実施する方針だ。地盤固めを怠っている一部の現職について、次期衆院選で別の候補への差し替えも検討。望月義夫幹事長代理は所属する岸田派の会合で、衆院東京１０区補選の候補者公募で有望な人材が４人ほどいたと説明し、「代えたほうがいいところがあれば代えるとの話もある」と明かした。
　１１日の同補選告示前には、東京など選出の１、２回生に対し、民家の壁などへの自民党公認候補のポスター張りを指示した。他人の選挙を通じて地道な活動を体験させる狙いだ。
　一方、党内で「選挙博士」の異名を取る細田博之総務会長は、参院選直後からいち早く引き締めを図っていた。
　自身が率いる自民党最大派閥、細田派が９月上旬、長野県軽井沢町で開いた夏季研修会。細田氏は数字がびっしり書き込まれた一枚の紙を出席者全員に配布し、こう活を入れた。
　「（地元での）後援会活動など１人１人の努力が必要だ。『何とかなるだろう』と考えていると、このデータが示す通り大変なことになる」
　紙には同派所属の衆院議員の名前が選挙区当選と比例復活当選に分けて並べられ、選挙区当選者の名前の横にはそれぞれの得票率が記載されていた。５０％を超えた議員にのみ丸印をつけ、得票率の高低が一目瞭然だ。
　選挙区に立候補した６１人のうち得票率５０％超えで当選したのは半数以下の２８人。１、２回生３０人の中では６人だけだ。細田氏は５０％未満の現職議員について、次期衆院選で民進党と共産党などが候補者を一本化すれば当選は困難だと指摘。出席者からは「さすが細田会長」「効果的な見せしめだ」といった声が聞かれた。
　ただ、当事者たちにとっては選挙戦で追い風が吹くに越したことはないのだろう。自民党内には、東京１０区と福岡６区の衆院補選の応援演説で圧倒的な集客力を誇る人気者に期待する議員もいる。「小池百合子東京都知事が応援に来てくれれば助かる。こんな期待をしたらダメだけど…」
（政治部　田中一世）
しんぶん赤旗2016年10月14日(金)

参院予算委　安倍政権の無責任さ浮き彫り　リニア新幹線・辰巳議員が批判　原発事故・倉林議員が追及

　日本共産党の辰巳孝太郎、倉林明子両参院議員は１３日の参院予算委員会で質問に立ちました。辰巳氏はリニア中央新幹線建設、倉林氏は原発の避難計画をそれぞれ取り上げ、国民の安全や財政も無視した無責任な安倍政権の姿勢を浮き彫りにしました。

検証もせず　計画ずさん

リニア新幹線　辰巳議員が批判
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（写真）質問する辰巳孝太郎議員＝13日、参院予算委


　辰巳議員は、リニア中央新幹線への公的資金３兆円投入について、償還の確実性も検証しないずさんな計画だと追及し、建設認可の撤回を強く求めました。(関連記事)
　政府は、国の財政投融資を活用してＪＲ東海に総額３兆円を貸し付け、３０年後から１０年かけて償還させる計画です。財投は金利が固定化されるため、現状では超低金利の返済となります。辰巳氏は「ＪＲは、市場金利より低い金利で多額の借金を借り続けられる。利益供与ではないのか」と追及しました。

　安倍晋三首相は「調達金利とＪＲ東海から返してもらう金利は同じだから、経営支援ではない」と述べ、民間企業への利益供与を金利の問題にすり替える答弁をしました。

　財政投融資については、２００１年の改革で事業の償還確実性の精査、政策コスト分析の導入、情報開示の徹底などを定めました。辰巳氏は、リニア計画調査時（０８年）に比べ、人件費、資材価格等が急騰していると指摘。財政制度等審議会も持ち回りの説明だけで済ませている中で「償還の確実性をどう確認したのか」とただしました。

　麻生太郎財務相は、ＪＲ東海は優良企業であり「赤字のリニアを抱えても十分償還が確保される」として、リニアは赤字事業だと認めながら、償還確実性については「国交省が工事費の内容などを妥当と判断した」と述べ、確認していないことを認めました。

　辰巳氏は、安易な財投活用が財政負担増を招いたとする政府の資金運用審議会懇談会の報告書を示し、「大型公共事業のバラマキに財投を活用しようというのが安倍政権だ。まったく反省なしだ」と強く訴えました。

　財政投融資　国債の一種である財投債の発行などで調達した資金をもとにした国による投融資制度。長期・固定・低利の資金供給を行います。

避難計画の破綻　明らか

原発事故　倉林議員が追及
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（写真）質問する倉林明子議員＝13日、参院予算委


　倉林議員は、原発事故の避難計画の破綻を浮き彫りにしました。安倍晋三首相は、答弁を避け続けたうえ「（避難計画に）万全はない」「実際には実動組織で対応」と開き直る無責任な態度に終始しました。(関連記事)
　倉林氏は、関西電力高浜原発（福井県高浜町）で大量の放射性物質が放出される過酷事故を想定した広域避難訓練（８月２７日実施）を取り上げました。高浜町音海（おとみ）地区では、悪天候により陸上自衛隊のヘリが飛ばず、道路を使い原発に向かって避難しました。京都府舞鶴市成生（なりう）地区でも船舶による避難訓練が実施できませんでした。

　倉林氏は、若狭湾の気象データを示し、当日の最高風速を超える日数が昨年１年間で１８２日もあったと指摘。住民から「この程度で中止ならどうするのか」と声があがったことも紹介し、「実際どう逃げるのか」と安倍首相に迫りました。

　内閣府の山本哲也審議官は｢天候回復､陸路の警戒解除まで屋内退避施設にとどまってもらう」と説明。安倍首相は「訓練なので、参加する住民の健康等も考慮しながらヘリと船舶での避難訓練を中止した。実際の場合は、実動組織で対応する」と、避難計画に実効性がないことを認めました。

　倉林氏は「逃げられないということだ。住民を被ばくさせる。こんな避難計画でいいのか」と厳しく追及しました。
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しんぶん赤旗2016年10月14日(金)

論戦ハイライト　財投でＪＲ東海に利益供与　参院予算委　辰巳氏が追及
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（写真）質問する辰巳孝太郎議員＝13日、参院予算委


　日本共産党の辰巳孝太郎議員は１３日の参院予算委員会で、リニア新幹線に対するずさんな財政投融資（財投）による公的資金の投入計画を追及し、国の認可撤回を求めました。

　リニア新幹線への財政投融資は、ＪＲ東海に対し、２０１６、１７両年度に１・５兆円ずつ、計３兆円を超低金利で融資し、３０年後から年３０００億円ずつ１０年で返済するというもの。政府は、同社の金利負担軽減で、大阪への延伸工事着工が最大８年間前倒しできると説明しています。

明らかな支援

　辰巳　国は資金援助せず、ＪＲ東海が全額自己資金で貫徹するから認可された事業だ。財政投融資は明らかな支援ではないか。

　石井啓一国交相　貸し付けた資金は利払いされ、元本も全額償還される。全額自己負担の前提は変わらない。

　辰巳　金利が上昇すれば、国がもらう利息より（財投調達に）支払う利息が多くなり、国民負担になる恐れがある。ＪＲ東海への利益供与ではないか。

　辰巳氏は、公的資金３兆円の「償還の確実性」を財務省は検証したのかと追及。麻生太郎財務相は「国交省が妥当だと判断した」と述べ、財務省としては検証していないことを認めました。

　麻生氏は、ＪＲ東海の経常利益が年４９００億円あることを理由に「赤字のリニアを抱えても、十分返還されるだけのものが確保されている」とも述べ、リニア事業を「赤字」と認めました。

　辰巳氏は、ＪＲ東海の建設費試算について「本当に名古屋まで５・５兆円、大阪まで９兆円で済むのか。リニア新幹線の積算額が妥当なものか、政府が確認する必要がある」と迫りました。

　辰巳氏は、１１年に決定した整備計画と１４年に認可された工事実施計画を比べ「工事費の算出額がほとんど変わらない」と指摘。１１年の計画は、０８年のデータをもとに建設費用を算出していることを示し「０８年から１６年に設計労務単価が３３％上昇している。１４年の認可時に、０８年のデータをもとにしていたとすれば、これほどずさんな計算はない」と批判しました。

前提が崩れた

　辰巳　試算された建設費用が正しいか確認するため、ＪＲ東海の最近の工事契約額を明らかにすべきだ。

　石井　民間企業の工事なので公表していない。

　辰巳　これでは、「償還の確実性」の検証もなく融資を決定したも同然だ。

　財投は、かつて不要不急の大型開発に使われ、国民からの批判もあり縮小された経緯があります。辰巳氏は、１９９７年に資金運用審議会懇談会が「（今後は）景気対策などのために安易に利用されることがあってはなら（ない）」との報告書をまとめたことを紹介。ところが、自民党が７月の参院選で「経済再生」の項目で「今後５年で３０兆円」の財投と掲げたことに触れ「まったく反省がない」と批判しました。

　辰巳氏は▽リニア建設はＪＲ東海の自己負担という事業認可の大前提が崩れた▽建設費用、「償還の確実性」についてまともな検証がない▽無秩序に財投を投入しようとする安倍政権の姿勢が露呈した―として、リニア建設の認可取り消しと、建設工事中止を求めました。

しんぶん赤旗2016年10月14日(金)

際限ない国民負担認めぬ　参院予算委　原発コスト膨張　倉林氏追及

　日本共産党の倉林明子議員は１３日の参院予算委員会で、原発の廃炉や賠償、除染にかかるコストが膨らんでいる問題を取り上げ、「際限のない国民への負担のつけ回しは認められない」と強調しました。
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（写真）質問する倉林明子議員＝13日、参院予算委


　原発の通常の廃炉費用は、原発を保有する大手電力会社が電気料金で集めた積立金から支払われる仕組みになっています。しかし、廃炉費用が膨らんでいるため、電力自由化で新規参入した新電力会社にも廃炉費用の負担を求める考えが浮上しています。

　倉林氏は、電力業界団体である電事連は、福島第１原発の除染・賠償費用を当初計画（７・９兆円）よりも少なくとも８・１兆円上回るとの報道を示し、廃炉費用の見通しすら出せていないと指摘。「増えた費用は誰が負担するのか」とただしました。

　世耕弘成経産相は「（廃炉費用の）積み立て不足が生じるという状況ではない」などと強弁。福島第１原発の除染・賠償費用についても「実際の費用は増加しているものの、ただちに資金に不足が生じるものではない」「事業者が適切に負担するもの」と開き直りました。

　倉林氏は「（仮に）原発の廃炉費用の負担を、原発を持たない新電力にも求めるとなれば、電力料金（への上乗せ）として、すべての電気利用者にその負担を求めることになる」「原発でない電気を選びたいという消費者の選択肢も奪うことになり、自由に電気を選べるという電力自由化の趣旨にも反する」と指摘。国民に負担を押し付けるようなやり方は絶対にやめるよう迫りました。

ＴＰＰ国会承認 きょう審議入り 論戦本格化へ
NHK10月14日 4時17分
いまの国会の焦点となっている、ＴＰＰ＝環太平洋パートナーシップ協定の国会承認を求める議案は、１４日、衆議院の特別委員会で審議入りします。週明けには、安倍総理大臣の出席を求めて総括質疑が行われることになっていて論戦が本格化する見通しです。
いまの国会の焦点となっている、ＴＰＰの国会承認を求める議案の審議入りをめぐって、１３日、自民党の竹下国会対策委員長と民進党の山井国会対策委員長が断続的に会談したほか、議案を審議する衆議院の特別委員会が理事懇談会を開くなど、協議が行われました。
その結果、１４日、特別委員会で審議に入り、自民党と公明党が質疑を行ったうえで、週明けの１７日と１８日に、安倍総理大臣の出席を求めて、総括質疑を行うことで合意しました。与党側としては、いまの国会での承認を確実にするためできるだけ丁寧に委員会を運営し今月中に衆議院で採決を行いたいとしていて、それに向けて、地方公聴会などの日程調整を急ぐ方針です。
これに対し、民進党や共産党は、輸入米の価格をめぐる問題や協定の交渉過程などの情報を開示するよう迫るとともに、十分な審議時間を確保するよう求め、拙速な採決を阻止したい考えで、今後、論戦が本格化する見通しです。
ＴＰＰ１４日審議入り＝衆院特別委で与野党合意


会談に臨む自民党の竹下亘国対委員長（中央右）と民進党の山井和則国対委員長（同左）＝１３日午後、国会内
　今国会最大の焦点の環太平洋連携協定（ＴＰＰ）承認案・関連法案が１４日から審議入りする。１３日の衆院ＴＰＰ特別委員会理事懇談会で与野党が合意した。政府・与党は月内の衆院通過を目指す方針だ。
　理事懇では、１４日に岸田文雄外相や石原伸晃ＴＰＰ担当相ら関係閣僚が出席して質疑を行うことで一致。１７、１８両日は安倍晋三首相と関係閣僚が出席して質疑を行うことも確認した。（時事通信2016/10/13-22:35）
TPP審議入りへ、衆院特別委　輸入米巡り紛糾も

共同通信2016/10/13 22:11

　与野党は13日、環太平洋連携協定（TPP）承認案と関連法案に関し、14日から衆院TPP特別委員会で審議入りすることで合意した。民進党の山井和則国対委員長が国会内で記者団に明らかにした。

　安倍晋三首相は今国会での承認に意欲を示しているが、野党の民進党などは反対している。国が管理する輸入米の売買同時入札（SBS）制度を巡り、業者間の不透明な取引も発覚しており、審議は紛糾しそうだ。

　TPPに関しては、米国で大統領選の共和、民主両党の候補が反対している。政府は日本が早期に承認することで、オバマ大統領の在任中の議会承認を後押ししたい考えだが、不透明感は強い。

ＴＰＰ「食の安全脅かすルールではない」　菅官房長官
朝日新聞デジタル2016年10月13日12時54分
■菅義偉官房長官
　人口減少下にある我が国にとって、世界、アジアの成長を取り込むことはきわめて重要。ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）は世界のＧＤＰの約４割、人口８億人といわれる

菅義偉氏
巨大市場を作って、自由で公正な新たなルールに基づく一つの経済圏を構築することができる。消費者は域内の様々な商品を安く、手軽に、そして安心して入手できるようになる。
　自由で、そして公正で巨大な一つの経済圏を構築し、基本的価値を共有する国・地域が経済の絆を強め、輪を広げることで、さらなる地域の安定化を図ることができるという戦略的な意義もある。今国会でご審議を頂いて、なんとしても成立をお願いしているところであります。
　国民皆保険制度や食の安全などについての懸念があることは承知をしていますが、そうしたことが脅かされるようなルールでないということも申しあげたい。（定例記者会見で）
「ＴＰＰの終着駅は墓場」　稲田防衛相、過去に発言
朝日新聞デジタル南彰2016年10月14日00時24分
　「ＴＰＰバスの終着駅は、日本文明の墓場なのだ」――。１３日の参院予算委員会で、稲田朋美防衛相が野党時代に環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）を酷評していた論考が取り上げられた。
　民進党の徳永エリ氏が「（野党時代はＴＰＰを受け入れたら）国柄が守れないと心配していたのに、なぜ（いま）賛成するのか」とただすと、稲田氏は「ＴＰＰは大変な交渉であり、当時の民主党政権に危機感を持っていた」「自民党は何を守るかというルールを決め、タフな交渉で国益を守った」と賛成に転じた理由を説明した。
　稲田氏は、２０１１年１１月７日付の産経新聞で「（ＴＰＰ受け入れは）日本が日本でなくなること、日本が目指すべき理想を放棄することにほかならない」、月刊誌「ＷｉＬＬ」１２年１月号で「ＴＰＰは日本をアメリカの価値観で染めるということですから。そんなことをしているうちに、日本はつぶれてしまいますよ」などと記していた。（南彰）
「ＴＰＰバスの終着駅は日本文明の墓場」　野党時代に稲田氏論評

東京新聞2016年10月14日 朝刊

 

	参院予算委で質問を聞く山本農相（左）と稲田防衛相＝１３日午前、国会で
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　自民党が野党だった二〇一一年当時、稲田朋美防衛相がＴＰＰの交渉入りについて「日本はつぶれる」と反対していたことが明らかになった。民進党の徳永エリ氏が十三日の参院予算委員会の集中審議で指摘した。

　稲田氏は月刊誌の対談でＴＰＰについて「農業だけの問題じゃない。日本の文明、国柄の問題」と指摘。「ＴＰＰは日本をアメリカの価値観で染めるということ」と述べていた。徳永氏は、稲田氏が同年の新聞コラムに「ＴＰＰバスの終着駅は日本文明の墓場」と記していたことも紹介。「なぜ今はＴＰＰに賛成するのか」と追及した。

　これに対し、稲田氏は「当時、民主党政権が何を守るかという基準なくしてＴＰＰ交渉に入ることに、大変な危機感を持っていた」と釈明。「安倍政権は、聖域なき関税撤廃ではないことを確認し、国益を守る交渉をした」と反論した。

　稲田氏を巡っては、日本の核兵器保有を検討すべきだなどとした過去の発言も、野党側から問題視されている。　（横山大輔）

首相 ＴＰＰで経済成長させたい 今国会で承認を
NHK10月13日 18時33分
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安倍総理大臣は、参議院予算委員会の集中審議で、ＴＰＰ＝環太平洋パートナーシップ協定について、「新しい経済圏を活用して経済を成長させていきたい」と述べ、今の国会で議案の承認を目指す考えを示しました。
ＴＰＰ協定 早期承認を
この中で、日本のこころを大切にする党の中野幹事長は「ＴＰＰ＝環太平洋パートナーシップ協定は、国家戦略としてやり遂げなければならない。国会承認に向けてどのような覚悟で臨むのか」と質問しました。
これに対し、安倍総理大臣は「自由貿易は、日本が戦後発展してきた礎であり、ＴＰＰは、アジア太平洋地域にＧＤＰ＝国内総生産の４割を擁する新たな経済圏ができる。しっかりとしたルールが確立され、中小企業、零細企業も安心して海外に出ていくこともでき、大きなチャンスに変えていける」と述べました。
そのうえで、安倍総理大臣は「今まで積極的な輸出がなされなかった日本の農作物に対しても大きな可能性が広がっていく。新しい経済圏を活用してしっかりと経済を成長させ、国民を豊かにしていきたい」と述べ、今の国会でＴＰＰ協定の議案の承認を目指す考えを示しました。
撤回要求は「言論の自由を封鎖するがごとき」
一方、安倍総理大臣は、憲法改正をめぐり、民進党が自民党の憲法改正草案の撤回を求めていることを問われたのに対し、「従来から『憲法に指１本触ってはいけないというのはおかしい。自由な議論を妨げてはならない』というのが私たちの考え方だ。草案を撤回しなければいけないということは、自由な議論をそもそも否定し、言論の自由を封殺するがごときの議論ではないか。しっかりと憲法審査会で、議論が国民の前で進んでいくことを期待している」と述べました。
離島での酒造「特区制度など考慮し検討」
このほか、麻生副総理兼財務大臣は、鹿児島県の三島村や東京の青ヶ島村など、離島の自治体が地元での酒の製造に必要な規制緩和を要望していることについて、「地方創生という１つの大きなお題目があり、そういった地域に住んでいる方々のおかげで無人島にならず、いろんな問題が起きないことなどいろいろ考えると、特区制度の枠組みなどを考慮して検討させていただきたい」と述べました。
「新幹線なくして代表なし」　自民・西田氏
朝日新聞デジタル2016年10月13日22時40分
■西田昌司・自民党参院議員
　全国のあらゆる地域で新幹線の基本計画があるが全く整備されてこなかった。山陰新幹線、四国新幹線は全く手つかず。その結果、（７月の参院選から）島根県と鳥取県、徳島県と高知県（の選挙区）が合区になった。つまり新幹線がないところは非常に廃れてしまっている。「代表なくして課税なし」という言葉があるが「新幹線なくして代表なし」だ。全国で整備しないといけない。
　そのために、国鉄（現ＪＲ）の再編・再統合をやるべきだ。ＪＲ株をもう一度国債で買い戻す。いま国債は金利がゼロなので、再編・再統合して、１０年後に再上場すればコストなしだ。（１３日の参院予算委員会で）
領土問題解決を訴え＝ロシアとの戦略対話で－杉山外務次官


日ロ戦略対話に臨む杉山晋輔外務事務次官（左）とチトフ第１外務次官＝１３日、モスクワ（代表撮影）
　【モスクワ時事】日ロ両政府は１３日、杉山晋輔外務事務次官とチトフ第１外務次官による戦略対話をモスクワで３時間半行った。１１月のペルー、１２月の山口県長門市での首脳会談に向けた環境整備の一環。杉山氏は席上、北方領土問題に関し「戦後７１年間、平和条約がない異常な状況が続いており、早期解決の必要がある」と訴えた。
　杉山氏は終了後、記者団に「実りのある議論ができた。日ロの理解が深まった」と総括したが、ロシア側の具体的な発言には触れなかった。杉山氏は１２日にウシャコフ大統領補佐官（外交担当）とも会談し、首脳会談の調整を進めた。（時事通信2016/10/14-00:32）
対ロ協力、11月までに道筋　世耕担当相「一定の成果を」

共同通信2016/10/13 12:1510/13 12:16updated
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参院予算委で答弁する世耕経産相＝13日午前　世耕弘成ロシア経済分野協力担当相（経済産業相）は13日の参院予算委員会で、11月に南米のペルーで開かれるアジア太平洋経済協力会議（APEC）首脳会議に合わせて行われる日ロ首脳会談までに、対ロ経済協力に道筋を付けたいとの意向を示した。「一定の成果を出したい」と述べた。

　極東開発を柱とした8項目の経済協力に関し「安倍晋三首相がペルーに行く前に、モスクワを訪問してロシア側の関係大臣とよく調整したい」とも強調した。

　首相は、北方領土交渉について「ペルーで8項目を含め進展ぶりをチェックしながら、12月のプーチン大統領訪日に向けて準備を進めたい」と語った。

「魂の飢餓感」「壁を突き崩す」…　翁長知事発言で振り返る辺野古１年

沖縄タイムス2016年10月13日 09:09

　沖縄県の翁長雄志知事が名護市辺野古の新基地建設に伴う埋め立て承認を取り消してから、１３日で１年を迎える。知事が発した言葉を振り返りつつ、この１年の道のりを市民はどう受け止めるのか－。



翁長雄志知事は、辺野古問題の節目で記者会見を開き、自らの言葉で語ってきた＝９月１６日、県庁

　新基地建設を巡る代執行訴訟第１回口頭弁論があった昨年１２月２日、証言台に立った知事は琉球処分、沖縄戦、米軍施政権下などの歴史に触れ「魂の飢餓感」のフレーズを使った。

　裁判を傍聴したボーダーインク編集者の新城和博さん（５３）は「この１年、知事の言葉は、ある時は力強く、県民の感情を代弁するようだったが、その言葉は知事自身の姿勢に跳ね返ってくる」と指摘。「知事の発言に一喜一憂するのではなく、今後は行動に注目すべきだ」と話す。

　今年２月１５日の第４回口頭弁論後、記者団に「最高裁で負けた場合は判決に従う。辺野古に基地を造らせない（手段）は別の形である」との見解を示した。

　日本自然保護協会の安部真理子主任は「県外土砂搬出規制条例を強化させるなど、辺野古阻止の手法は県主導でできることは多い」と言う。

　「私たちは心を一つに、強い意志と誇りを持ってこの壁を突き崩していかなければ」「マケティナイビランドー（負けてはいけない）」。６月１９日の県民大会で基地問題解決に向けた不退転の決意を示した。

　同じ壇上にいた名桜大４年の玉城愛さんは「知事の言葉や表情から本気度が伝わる。多くの人が励まされたと思う」と振り返り、「今後も県民の思いを代弁してほしい」と語った。

　違法確認訴訟で県敗訴の高裁判決が出た９月１６日。国の主張を全面的に認める司法判断に対し「県民を愚弄（ぐろう）している」と述べ、司法への失望感を示した。

　辺野古で座り込みを続ける大西初子さん（７２）も判決文を読み、がくぜんとした。「最高裁に希望を持ちたい。この１年間、県民の思いを受けた知事の判断は間違っていない」

　一方、知事は今月８日、米軍北部訓練場の年内返還の政府方針を「歓迎」と発言し、新基地建設反対との“矛盾”を批判する声が出た。３日後、記者団に発言は不適切としつつ「公約を実現するためには（角突き合わせない対話も）なければ話し合いそのものができない」と理解を求めた。

　沖縄平和運動センターの山城博治議長は「知事の今後の姿勢に不安を抱く人もいるはず。県民の総意は、これ以上の基地は要らないということだ」と訴えた。

辺野古承認取り消し１年　訴訟乱立、対立続く国と県

沖縄タイムス2016年10月13日 08:15

辺野古違法確認訴訟普天間移設問題・辺野古新基地
　沖縄県の翁長雄志知事が昨年１０月１３日に辺野古沿岸の埋め立て承認を取り消して以降、国と県は四つの訴訟で争ってきた。

　一つは、国が知事に代わり承認取り消しの撤回をすることを求めた代執行訴訟だ。１１月１７日、石井啓一国土交通相は「翁長知事は瑕疵（かし）のない承認処分を違法に取り消した」として、福岡高裁那覇支部に提訴。「知事の新基地建設阻止の意志は固く、代執行以外で違法な承認取り消し処分を取り消すことは困難」と主張し、県側は「国から独立した行政主体としての判断が尊重されなければならず、国は代執行の前に取り得る手続きを経ていない」と反論した。

　代執行訴訟と並行して、国と県は「抗告訴訟」と「係争委不服訴訟」でも争った。

　承認取り消しで埋め立ての法的根拠を失った沖縄防衛局は、取り消し処分の効力を止めるため、国交相に行政不服審査法に基づく審査請求と執行停止を申し立てた。国交相はこれを認め、承認取り消しの執行を停止。知事の承認取り消しから２週間後には、防衛局は埋め立て工事を再開できる状況になった。

　このため県は１２月２５日、執行停止決定の取り消しを求める抗告訴訟を那覇地裁に起こし、「私人の権利救済が目的の行政不服審査制度を、国の機関が使うのは不適法」と反発。さらに、執行停止決定は「違法な国の関与」として総務省の第三者機関「国地方係争処理委員会（係争委）」に審査を申し出たが却下されたため、ことし２月「執行停止は違法」として提訴に踏み切った。

　承認取り消しを巡り訴訟が相次ぐ中、代執行訴訟の第３回口頭弁論で多見谷寿郎裁判長は和解を勧告。「普天間飛行場の返還について協力して米国と話し合うべきだ」とするＡ案（根本案）と「訴訟の一方で円満解決に向けた努力をする」としたＢ案（暫定案）を示し、国と県は３月４日、Ｂ案で和解した。
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　その後は和解条項に基づき、残る訴訟や防衛局の執行停止申し立てを取り下げ、国が県に承認取り消しの撤回を求めて是正を指示。係争委を経て７月２２日、国交相は「是正指示に従わないのは違法」として知事を再び訴えた。一審福岡高裁那覇支部で敗訴した知事が上告し、訴訟が続いている。

■来春にも最高裁判決

　辺野古沿岸の埋め立て承認取り消しに関し、翁長雄志知事は「確定判決に従う」と明言する一方、「あらゆる手段を使って新基地建設を阻止する」とも述べてきた。国が新基地建設を進めるには、埋め立て承認のほかにも県の許可や承認が必要となるからだ。

　例えば、沖縄防衛局に認められた「岩礁破砕許可」は来年３月３１日に期限を迎えるため更新が必要だが、可否判断や取り消し権限は知事が持つ。国が計画している埋め立て区域からのサンゴ移植にも、知事の特別採捕許可が求められる。「美謝川の水路変更」「土砂運搬方法の変更」など工事設計や工法の変更にも県の承認が必要になる。

　「辺野古が唯一の解決策」とする国の主張を全面的に認め、県が上告した違法確認訴訟は、最高裁に上告が受理されれば来春にも確定判決が出る見通しだ。謝花喜一郎知事公室長は９月議会で対応を問われ、「確定判決には従うが、ただちに埋め立てが進むことには直結しないと考えている」と答弁。事後に生じた事情に基づき、承認の効力を失わせる「撤回」についても「最高裁での審理を踏まえて検討したい」と含みを持たせた。

沖縄振興策、米軍跡地利用は西普天間をモデルに 
日経新聞2016/10/13 19:28
　内閣府の沖縄振興審議会は13日、振興策に関する会長・専門委員会合を開き、振興策の中間評価をまとめた。観光、離島、北部振興、米軍基地の跡地利用の４項目について現状と課題を分析。跡地利用では、2015年３月末に返還された西普天間住宅地区（宜野湾市）が今後のモデルケースになるよう国が支援していくこととした。
　一方、沖縄本島の北部地域では住民の所得がいまだに低く、企業の誘致など対策が必要だとした。沖縄県がつくる現行の沖縄振興計画（12～21年度）は今年が中間点にあたり、沖縄県は中間評価を踏まえて振興策を見直す。会合には石原宏高内閣府副大臣らが出席した。
「他国の軍隊のため静かに暮らせない」　沖縄ヘリパッド反対住民が東京で訴え

東京新聞2016年10月14日 朝刊

 　沖縄県の米軍北部訓練場（東村、国頭（くにがみ）村）の部分返還の条件となっているヘリコプター離着陸帯（ヘリパッド）建設に反対する住民らが十三日、東京の日本外国特派員協会で記者会見した。完成すれば米輸送機オスプレイの騒音被害が増えるとして「県民の負担軽減といううそで国民をだましている」と政府を批判し、沖縄以外の人にも活動への理解を呼び掛けた。

　ヘリパッドから数百メートルの場所に住む安次嶺現達（あしみねげんたつ）さん（５７）はオスプレイの騒音で「夜は眠れず、起こされる。子どもは精神的に学校に行けない状況にもなった」と苦しみを訴えた。

　東村高江の伊佐育子さん（５６）は「他国の軍隊のために貴重な自然を壊され、静かに暮らすこともできない。沖縄県民は誰のために犠牲にならなければいけないのか」と話した。建設反対派と機動隊がもみ合いを続ける現状を紹介し「無法地帯となった高江は異常な現場。全国に知られていないことがこの国の一番の異常だ」と指摘した。

　周辺住民は九月、事業を進める国に工事差し止めを求める訴訟を那覇地裁に起こした。弁護団の小口幸人弁護士（３８）は「米軍機は飛び始めると止められない。工事の段階で止めて、違法な騒音を防いでほしいというのが今回の裁判だ」と支援を呼び掛けた。

元BC級戦犯の飯田進氏が死去　戦争の悲惨さ訴え続ける

共同通信2016/10/14 00:56
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死去した飯田進氏　戦争の悲惨さを訴え続けた元BC級戦犯の飯田進（いいだ・すすむ）氏が13日午後0時40分、慢性心不全のため横浜市の老人ホームで死去した。93歳。京都市出身。

　太平洋戦争中にニューギニア島に赴任。現地住民殺害などの罪に問われ、BC級戦犯として重労働20年の判決を受け、東京の巣鴨プリズンに収監された。釈放後、戦争体験をつづった著書「地獄の日本兵」「たとえ明日世界が滅びるとしても」などを出版。各地で講演し、戦場の実態を伝え続けた。

　薬害サリドマイドのため長男に障害があったことから、薬害被害者の家族会を立ち上げた。

元ＢＣ級戦犯の飯田進さん死去
朝日新聞デジタル2016年10月13日22時33分
　元ＢＣ級戦犯で、戦後サリドマイド薬害訴訟にかかわった社会福祉法人「青い鳥」名誉顧問の飯田進（いいだ・すすむ）さんが１３日、慢性心不全で死去した。９３歳だった。通夜は２１日午後６時、葬儀は２２日午前９時３０分から横浜市港北区菊名２の１の５の妙蓮寺斎場で。喪主は長女美紀さん。
　第２次大戦でニューギニア戦線に軍属として送られ、戦後、現地ゲリラ殺害の罪で終身刑を受けて１９５０年から６年間、巣鴨プリズンで服役した。６０年に生まれた長男

若い世代に戦争体験を語り続けた元ＢＣ級戦犯の飯田進さん＝２０１５年６月、横浜市磯子区の自宅で、関田航撮影
の手に親指がないと朝日新聞に投書したことが反響を呼び、その後に国内のサリドマイド被害が表面化、国と製薬会社を相手取る薬害訴訟につながった。以後、障害児福祉の底上げにつながる活動に取り組んだ。７０歳を過ぎてから自らの戦争責任を明かして軍事強化に警鐘を鳴らす「魂鎮（たましずめ）への道」などを出版し、全国で講演した。安保関連法に反対した学生団体ＳＥＡＬＤｓ（シールズ）の中心メンバー奥田愛基さん（２４）が通っていた島根県の高校でも話した。
飯田進さん死去、９３歳　元ＢＣ級戦犯、反戦訴え

東京新聞2016年10月14日 朝刊 

	「戦場の現実から目を背けてはならない」と語る飯田進さん＝２０１５年９月、横浜市磯子区で
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　戦争の悲惨さを訴え続けた元ＢＣ級戦犯の飯田進（いいだすすむ）さんが十三日、慢性心不全のため横浜市の老人ホームで死去した。九十三歳。京都市出身。葬儀・告別式は二十二日午前九時半から横浜市港北区菊名二の一の五、妙蓮寺斎場で。喪主は長女美紀（みき）さん。

　太平洋戦争中にニューギニア島に赴任。現地住民殺害などの罪に問われ、ＢＣ級戦犯として重労働二十年の判決を受け、東京の巣鴨プリズンに収監された。釈放後、戦争体験をつづった著書「地獄の日本兵」「たとえ明日世界が滅びるとしても」などを出版。各地で講演し、戦場の実態を伝え続けた。

　薬害サリドマイドのため長男に障害があったことから、薬害被害者の家族会を立ち上げた。社会福祉法人「青い鳥」（横浜市）を設立し、障害のある子どもや家族の支援活動に取り組んだ。

◆安保法、政府を批判

　「歩こうにも歩けん。書こうにも書けん。いてもたってもおられんよ」。安全保障関連法の成立を前にした昨年九月二日、同僚と飯田進さんの自宅を訪ねた際、日本が再び戦争への道を突き進むのではないかという焦燥感を募らせていた。

　太平洋戦争中、ニューギニア戦線で住民を殺害した罪に問われた飯田さん。安保法で自衛隊の海外での米軍支援などが拡大すれば、テロ組織やゲリラとの戦闘に巻き込まれる危険性が高まると懸念し、「間違って殺すことはある。殺されることもある。それが戦争だ」と、実態を直視しない政府を批判していた。

　若者に戦争体験を伝え続けた。その中には、国会前で安保法案反対の声を上げていた「ＳＥＡＬＤｓ（自由と民主主義のための学生緊急行動、シールズ）」の中心メンバー奥田愛基（あき）さん（２４）もいた。

　高校生のときに飯田さんの体験を聞いた奥田さんは「戦争のリアルさを感じたのは飯田さんに出会ったから」と話していた。飯田さんは「一粒の麦が育った」とほのかな希望を見いだしていた。　（西田義洋）

ボブ・ディラン氏にノーベル文学賞＝「風に吹かれて」の米歌手－詩の表現、高く評価


米シンガー・ソングライターのボブ・ディラン氏＝２０１１年４月、豪ニューサウスウェールズ州（ＡＦＰ＝時事）
　【ロンドン時事】スウェーデン・アカデミーは１３日、２０１６年のノーベル文学賞を「風に吹かれて」などのヒット曲で知られる米シンガー・ソングライターのボブ・ディラン氏（７５）に授与すると発表した。授賞理由として「米国の楽曲の偉大な伝統の中で新たな詩の表現を創造してきた」点を挙げた。村上春樹さんは受賞を逃した。
〔写真特集〕ボブ・ディラン
　スウェーデン・アカデミーのサラ・ダニウス事務局長は１３日、授賞発表に際し「彼は偉大な詩人だ。（デビューから）５０年以上経てなお、新たな自己を発見し続けている」と絶賛した。
　「時代は変る」「ライク・ア・ローリング・ストーン」など、半世紀にわたり創作してきた楽曲歌詞の文学性を高く評価されての栄誉で、ミュージシャンのノーベル文学賞受賞は初めて。米国からの受賞は１９９３年の黒人女性作家トニ・モリスンさん以来２３年ぶりとなる。
　４１年、中西部ミネソタ州生まれ。フォークシンガーとして６２年にレコードデビュー。生ギターの弾き語りによるプロテストソングを数多く作り、公民権運動の盛り上がりの中で「時代の代弁者」として脚光を浴びた。さらにベトナム戦争の時代を通じ、米国内外にファンを広げた。
　６５年前後からビートルズらの英国ロックに刺激を受け、エレクトリックサウンドを導入するなど、新しい試みにも挑戦した。ただ「ロックの詩人」として新しいファン層を獲得する一方で、伝統的フォークファンからは批判も受けた。
　６６年にはバイク事故をきっかけに半隠遁（いんとん）生活に入るなどしながらも演奏活動を続け、米グラミー賞やアカデミー賞を受賞し続けた。ロックの殿堂入りも果たした。
　ランボーら象徴派詩人に影響を受け、ギンズバーグらビート派詩人らとも交流したディラン氏は、歌詞などを集めた詩集も刊行。２００８年にはピューリツァー賞特別賞を受賞するなど、その文学性は高く評価されてきた。
　賞金は８００万スウェーデンクローナ（約９５００万円）。授賞式は１２月１０日にストックホルムで行われる。（時事通信2016/10/13-23:43）
ボブ・ディランさんにノーベル文学賞　音楽家・作詞家
朝日新聞デジタル2016年10月13日20時11分
　米国のミュージシャンで作詞家のボブ・ディラン（Ｂｏｂ　Ｄｙｌａｎ）さん（７５）が、２０１６年のノーベル文学賞に決まったと１３日、スウェーデン・アカデミーが発表した。賞金は８００万スウェーデンクローナ（約９４００万円）で、授賞式は１２月１０日、ストックホルムで行われる。米国人のノーベル文学賞受賞は１９９３年のトニ・モリスン以来で、１１人目。

ボブ・ディランさん（ソニー・ミュージックレーベルズ提供）
ベトナム戦争に揺れる若者の心とらえ　ボブ・ディラン氏
特集：ボブ・ディラン
　ディランさんは１９４１年５月２４日、米ミネソタ州ドゥルース生まれ。カントリー音楽やブルースの影響下、高校時代から音楽活動を始めた。６２年、アルバム「ボブ・ディラン」でデビューした。
　６３年に出したセカンドアルバム「フリーホイーリン・ボブ・ディラン」には、「風に吹かれて」「戦争の親玉」など、その後も代表曲として歌い続けられる作品が収められ、高い評価を受けた。さらに６４年にはアルバム「時代は変わる」を発表。公民権運動やベトナム戦争に揺れる若者たちの心をとらえ、プロテスト・シンガーとして熱狂的な支持を受けた。現在に至るまで精力的なライブ活動を続け、ロック界のカリスマ的な存在であり続けている。
　７８年２月末に初来日して東京と大阪でコンサートを行い、８６、９４（２回）、９７、０１、１０、１４、１６年にも来日公演を行っている。
ノーベル文学賞にボブ・ディランさん　歌手で初、米２３年ぶり

東京新聞2016年10月14日 朝刊

　【ストックホルム＝共同】スウェーデン・アカデミーは十三日、二〇一六年のノーベル文学賞を米国のシンガー・ソングライター、ボブ・ディランさん（７５）に授与すると発表した。歌手の文学賞受賞は初めて。反戦や人種差別への抵抗など、半世紀にわたり社会と時代を映し出してきた数多くの歌詞によって「米国音楽の偉大な伝統の中に新たな詩的表現を創造した」としている。米国人の文学賞は一九九三年の黒人女性作家トニ・モリスンさん以来二十三年ぶりとなる。

　六二年にデビューしたディランさんは、公民権運動やベトナム戦争で揺れる米国で、戦争や人種差別に反対するメッセージ性の強い「プロテストソング」（抗議の歌）を次々と発表。若者の絶大な支持を得て、米国社会に大きな影響を与えた。

	２０１２年７月２２日、フランス西部で行われたイベントで歌を披露するボブ・ディランさん＝ＡＰ・共同
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　しわがれ声でギターをかき鳴らし、フォークやロック、カントリーの要素を取り入れた独自の音楽世界を創造した。日本でも「フォークの神様」と呼ばれ、多くの歌手に影響を与えた。

　四一年、米中西部ミネソタ州ダルースでユダヤ系移民の家庭に生まれた。ミネソタ大在学中からフォークソングを歌い、大学中退後にニューヨークに移った。

　作品はアルバム「フリーホイーリン・ボブ・ディラン」（六三年）収録の「風に吹かれて」や「戦争の親玉」などのプロテストソングのほか、殺人事件で逮捕された黒人ボクサーの無実の主張を支持して歌った「ハリケーン」など多数。「天国への扉」（七三年）は多くの歌手にカバーされた。

　二〇〇一年に映画「ワンダー・ボーイズ」の主題歌「シングス・ハヴ・チェンジド」で米アカデミー賞を受賞。〇八年にはポピュラー音楽と米国文化への貢献が評価され、ピュリツァー賞で特別表彰。一二年には米国の文民最高位の勲章「大統領自由勲章」を受けた。日本にもたびたび来日。今年四月にもツアーで日本各地を訪れた。

　文学賞の賞金は八百万クローナ（約九千四百万円）。授賞式は十二月十日にストックホルムで行われる。

＜ボブ・ディランさん＞　４１年５月２４日、米中西部ミネソタ州ダルース生まれ。ミネソタ大を中退後、ニューヨークに移り、６２年にデビュー。「風に吹かれて」や「戦争の親玉」など戦争や人種差別に反対するメッセージ性の強い作品で、多くの若者から支持された。０１年に「シングス・ハヴ・チェンジド」で米アカデミー賞を受賞。０８年にピュリツァー賞で特別表彰。１２年には米文民最高位の勲章「大統領自由勲章」を受けた。　（共同）

◆新たな詩的表現 創造　授賞理由

　【ストックホルム＝共同】スウェーデン・アカデミーは十三日、ボブ・ディランさんへのノーベル文学賞授賞理由を「米国音楽の偉大な伝統の中に新たな詩的表現を創造した」と述べた。ウェブサイトに掲載した経歴で「偶像視されており、現代音楽に与えた影響は深遠だ」と高く評価した。

　経歴で同アカデミーは「ディランさんは社会情勢、宗教、政治や愛のようなトピックについてのアルバムを多数録音した」と指摘。「アーティストとして際だって多才で、画家や俳優、脚本家としても活動してきた」と強調した。

◆戦争、差別に抗議　反体制の代弁者

　【ニューヨーク＝東條仁史】ノーベル文学賞に決まった米国出身のボブ・ディランさんは、戦争や黒人に対する根強い差別など米国社会が抱える難題に切り込む歌詞で、若者から熱狂的な支持を得た。公民権運動を筆頭に、反体制的なエネルギーにあふれた当時の米国を象徴する「代弁者」ともいえる存在だ。

　ディランさんがデビューを果たした一九六二年は冷戦の真っただ中で、米ソの激しい対立が招いた「キューバ危機」が発生。米国の軍事力が強大化する中、こうした世相に「歌の力」で立ち向かおうとしたのがディランさんだった。

　代表作の一つである「風に吹かれて」は、そんな歌の一つだ。ベトナム戦争が泥沼化する中、若者を中心に反戦ムードが高まり、黒人への人種差別の解消を目指した公民権運動も背景に「プロテストソング」と呼ばれ、人気を集めた。ベトナム戦争に反対して米フォーク界の巨人といわれ、二〇一四年に亡くなったピート・シーガー氏の影響を受けたとされている。

　一九六〇年代の米国の音楽シーンは、ビートルズを筆頭に英国勢が進出した時期。ディランさんはあくまで米国が抱える社会の「闇」に焦点を当て、問題意識を持った若者らに訴えかけた。

　ディランさんのノーベル賞受賞は、「フォークやロックの歌詞にも文学的価値がある」と評価されたことを反映している。かつて「歌詞がなければ歌は存在し得ない」と述べ、歌詞を重視したディランさんにとっては重要な意味を持つ受賞だ。

 

「古代詩人と一緒」＝アカデミー、ディラン氏創作を評価－ノーベル文学賞


１３日、ストックホルムで、ノーベル文学賞をボブ・ディラン氏に授与すると発表するスウェーデン・アカデミーのサラ・ダニウス事務局長（ＡＦＰ＝時事）
　【ロンドン時事】今年のノーベル文学賞に決まった米シンガー・ソングライター、ボブ・ディラン氏は、１００年以上にわたる同賞の歴史の中で、歌手として初めて受賞することになった。スウェーデン・アカデミーのサラ・ダニウス事務局長は１３日、発表に際し、ディラン氏がつむぎ出す詩の数々は、古代ギリシャの詩人ホメロスらの創作活動と共通していると高く評価した。
　事務局長は、古くから詩人は、自身の作品が単に読まれるだけでなく「（朗読などによって）聞かれること、実演されることを念頭に創作を行ってきた。ディラン氏も同じだ」と指摘した。


１３日、ストックホルムでのノーベル文学賞の授賞発表会見で、米シンガー・ソングライター、ボブ・ディラン氏への授与決定を受け、感嘆の声を上げる記者たち（ＥＰＡ＝時事）
　授賞発表の会見では、集まった記者団が意外感もあって一瞬息をのんだ後、長い拍手を送った。事務局長は、ノーベル文学賞の選考対象の範囲が拡大されたわけではないと強調した上で、ディラン・ファンの間で名作と呼び声が高い１９６６年のアルバム「ブロンド・オン・ブロンド」を取り上げ「見事な詩作が示された非凡な例だ」と激賞した。文学作品として歴代の授賞と同様に評価した点は変わらないというのが、アカデミーの立場だ。
　ただ、いわゆる「文学」とは別の世界で名声を確立したシンガー・ソングライターへの文学賞の授与は、格式を重んじる人々からの批判や論争を招く可能性もありそうだ。事務局長は「そうならないことを望む」と笑顔で述べている。（時事通信2016/10/13-22:41）
ボブ・ディラン、歌手の新境地　「歌詞」を「詩」に昇華
朝日新聞デジタル近藤康太郎 ニューヨーク＝真鍋弘樹2016年10月13日23時47分
　古いがゆえに新しい――。ノーベル文学賞が決まったボブ・ディランさんは１９６０年代の政治の季節、反体制のメッセージを込めて人気を得た。しかし、彼の詩や音楽はそれほど単純なものではない。歌手が文学賞に輝くという異例の事態はなぜ起きたのか。海外の反応とともに、その本質を読み解いた。
　１９６１年、フォーク歌手のウディ・ガスリーにあこがれニューヨークへ出てきたディランは、最初、底辺の民衆に心を寄せる抵抗歌を歌っていた。初期の代表作「風に吹かれて」や「はげしい雨が降る」は、黒人の権利向上運動である公民権運動や、キューバ危機に代表される東西陣営の対立など、当時のアメリカの時代状況に連動。明快なメッセージを歌詞に織り込んだ。

略歴


　一方、過去の偉大な詩人を読み込み、「歌詞」を「詩」に昇華させていった。たとえば、６５年のディランの代表曲「ライク・ア・ローリング・ストーン」では、歌詞で「ミール（食事）→ディール（取引）→スチール（盗む）→コンシール（隠す）→フィール（感じる）」などと、言葉遊びのような過剰な韻踏みをする。
　これは実は詩作の技術としては少し古くさい手法だ。しかしディランは、過去に学び、独特のしゃがれ声でメロディーにのせ、時に言葉を詰め込んで早口に歌うことで、詩に新しい生命を吹き込んだ。「ディランは詩だけ読んでもだめ。曲だけを聴いても分からない」といわれるゆえんだ。
　重層的な韻を踏むことで、いき…【続きあり】
「みな、彼の風に吹かれた」　ディラン氏受賞に喜びの声
朝日新聞デジタル2016年10月14日00時02分
　日本でも、多くの人々がボブ・ディラン氏の影響を受けている。今回のノーベル文学賞受賞に喜びの声を寄せた。
　　　　　◇
《歌手・森山良子さんの話》　音楽家としても思想家としても、大きな影響を与えて時代の意識を変える力を持つ存在。私たちの世代はみな、彼の巻き起こす風に吹かれたのではないでしょうか。
　　　　　◇
《ラジオパーソナリティーでシンガー・ソングライターのつボイノリオさん（６７）の話》　受賞は本当にうれしい。でも「遅いぞ！」という思いもある。ベトナム戦争でゆれる時代の僕たちの心に、彼の歌はとてもしみこんできたし、感銘を受けた。牧師が長々と諭すような内容を、まるで「言葉の缶詰」のように短い詩にまとめ、常に訴えかけてきた。ギター１本であれほど表現できる。音楽の力、すばらしさも教わった。
　　　　　◇
《音楽評論家・小川真一さんの話》　自伝や小説などの著作もあるが、今回は〈偉大なアメリカの歌の伝統の中に、新たな詩的な表現を生み出した〉という彼の曲作りに対する評価であったことに着目している。１９６２年のデビュー以来、公民権運動であったり反戦であったり、幾多のメッセージを歌に託してきたが、それ以上に秀抜なラブソングであったこと、そして彼の書く言葉が、誰にもまねのできないほど想像力にあふれたものであったこと。この点が評価されたのではないかと思う。
　　　　　◇
《「レコード・コレクターズ」元編集長の音楽評論家、寺田正典さんの話》　２０１４年の福岡公演を聴いた。かつての有名曲を歌っても、出だしは何の曲か分からないくらい、彼の現在のサウンドが表現されていた。詩とサウンドを一体のものとして、現在の肉体的表現として届けたいのだと感じた。彼の歌は、文学とは書物に限るものではなく、そもそも口伝えの物語として始まったことを思い出させる。彼の表現こそが、より古い口承文学の伝統につながっている、という評価も世界ではあるようだ。まさにノーベル文学賞にふさわしく、受賞は画期的だ。
　　　　　◇
《「ボブ・ディラン全詩集１９６２―２００１」を翻訳したフォーク歌手・中川五郎さんの話》　このところ毎年のように候補に挙がっているとの話を聞いてきたが、まさか受賞するとは思わなかった。彼がやってきたことは、言葉を楽器の演奏に合わせて人前で歌うことであり、それは、紙の上の文学表現の枠を超えた表現活動だった。文学の枠を超えた表現活動をしてきた彼が詩人としてノーベル文学賞を受けるのは喜ばしいが、彼の全体像を小さくとらえてしまうことになりそうな不安も感じる。
　　　　　◇
《音楽評論家・小倉エージさんの話》　社会批判を込めたプロテストソングから始まり、それまで単純なラブソングが多かったロックの歌詞の深さを極め、ビートルズなど多くのミュージシャンや一般大衆を啓発してきた。韻を踏むなどリズムがあり、歌詞として文面で読むだけでも意味深いが、実際に歌われてはじめて深く理解できる点も重要。伝統的なフォークやブルースの歌詞を下敷きに、文学的な要素を高め、大衆音楽として新たな世界を切り開いた。その文学的な価値から、もっと早く賞を取って当然と思っていた。
　　　　　◇
《劇作家・宮沢章夫さんの話》　小説「ボブ・ディラン・グレーテスト・ヒット第三集」を書きました。１０代から聴いていたので受賞は感慨深いです。好きな曲は「ライク・ア・ローリング・ストーン」と「見張り塔からずっと」。ディランは一貫して新しいことに挑戦し続け、ライブでも安住しない。だからディランの曲は懐メロにならないんです。活発に創作しているエネルギーに僕も刺激を受けました。ディランの歌詞は難解ですが、想像力をかき立てられる。劇作家としてそういう部分に影響を受けました。
　　　　　◇
《詩人・吉増剛造さんの話》　私が若い頃、米国から届いたハーモニカを口に加えたディランの声は、いまだかつて聞いたことのない声だった。ビートルズとは違う意味で詩を心の底に響かせてくれた。いまという時代に流れる歌声にノーベル賞が与えられたことは画期的で、深い感動を覚えます。
　　　　　◇
《作詞家・売野雅勇（うりのまさお）さんの話》　子どもの頃は「プロテストソング」とはわからずに聞いていたが、彼が選び取った音楽のスタイルへの感情は「崇拝」に近い。彼の歌詞には、題材も含めてここまで自由に書けるのかと衝撃を受ける。受賞はびっくりするけれど、ものすごくうれしい。希望の灯がともります。世界がいいところに向かっているという気がして、勇気が出ます。
　　　　　◇
《音楽評論家・萩原健太さんの話》　ディランは、ポピュラー音楽の歌詞を大きく変えた。ティーンエージャーの恋や反抗の歌ではなく、隠喩や暗喩、頭韻・脚韻を意識しながら、詩の世界を抽象的な次元にもっていった。小説を含めた先達からの引用、フランス文学やポエトリーなどいろんな脈絡を受け継ぎ、自分の中にのみ込んでいる。
　最近のディランは、スタンダードナンバーを歌うことが多い。そういう意味で、自分の言葉でないものさえ自分の物語にする彼が、今回の受賞を受けて、これからどんな新しい物語を紡いでいくのか楽しみだ。
湯川さん「吟遊詩人として評価」　ボブ・ディラン氏受賞
朝日新聞デジタル2016年10月13日22時47分
■音楽評論家・湯川れい子さんの話
　デビュー当時から一貫して伝承歌を歌ってきたという点で、他のアーティストとは全く違う存在。米国という、歴史が古くない国で伝統を作った人だからこそ、評価されたのでは。
　歌詞のメッセージ性も非常に強い。意味も一つの単語に二重三重に込められているものもあり、英語をネイティブレベルで理解できる人でないと理解できない深さだと思う。
　文学賞ですから、歌手というよりも、世界中を旅した吟遊詩人として評価された。素晴らしい選考だと思う。
ベトナム戦争に揺れる若者の心とらえ　ボブ・ディラン氏
朝日新聞デジタル2016年10月13日20時43分

ボブ・ディランさん＝ソニー・ミュージックレーベルズ提供
　ボブ・ディランは１９４１年５月２４日、米ミネソタ州ダルース生まれ。本名はロバート・アレン・ジマーマン。
　ノーベル文学賞を受けたボブ・ディランは、歌手／詩人として長く若者世代のヒーローだった。数多くの抵抗歌のシンガーソングライターとしてカウンターカルチャーの旗手になってから半世紀余り。ついにメインストリームの芸術家として世界に認められた。
　カントリー音楽やブルースに影響を受けて高校時代から音楽活動を始め、５９年にミネソタ大学に入学したが中退して６１年ニューヨークに移住。グリニッチビレッジのコーヒーハウスでフォークソングを歌い、同年にコロムビア・レコードと契約。６２年にアルバム「ボブ・ディラン」でデビューした。
　６３年に出したセカンドアルバム「フリーホイーリン・ボブ・ディラン」には、「風に吹かれて」「戦争の親玉」「はげしい雨が降る」「くよくよするなよ」など、その後も代表曲として歌い続けられる作品が収められ、高い評価を受けた。
　さらに６４年にはアルバム「時代は変る」を発表して、公民権運動やベトナム戦争に揺れる若者たちの心をとらえ、熱狂的な支持を受けた。
　英ウェールズ出身の詩人ディラン・トーマスに傾倒して自らディランと名乗ったように、詩に対する関心が高く、その作品も詩人たちから高い評価を受けた。
　６５年にはフォークのスタイルから踏み出してエレキギターを演奏するようになり、フォークファンからは非難を浴びたが、古典的なフォークからロックへの橋渡しをした功績は後に高く評価されることになる。
　６６年にはバイク事故で重傷を負ったが、翌年再起。その後もカントリー調からロックンロールまで幅広い作品を発表するかたわら、映画出演やコンサートツアーなど精力的な活動を続け、ロック界のカリスマ的な存在であり続けている。
　これまでに４０枚を超すアルバムを出し、グラミー賞の最優秀アルバム賞など多数の賞を受けている。ピーター・ポール・アンド・マリーの「風に吹かれて」やザ・バーズの「ミスター・タンブリンマン」など他のアーティストに提供して大ヒットした作品も多い。１６年５月、３７作目のオリジナルアルバム「フォールン・エンジェルズ」を出した。
　７８年２月に初来日して東京と大阪でコンサートを行い、１６年には通算８回目となる来日ツアーを行っている。
「大好きな詩人の１人」オバマ米大統領、ボブ・ディラン氏祝福 
日経新聞2016/10/14 2:39
　【ワシントン＝芦塚智子】オバマ米大統領は13日、米シンガー・ソングライター、ボブ・ディラン氏のノーベル文学賞受賞が決まったことを受けて、ツイッターに「私の大好きな詩人の一人、ボブ・ディランへ、十分に値するノーベル賞おめでとう」と投稿し、祝福した。オバマ氏は2012年、ディラン氏に文民最高位の大統領自由勲章を授与している。
　オバマ氏はツイートに、ディラン氏の楽曲のプレイリストを添えた。
産経新聞2016.10.13 23:56更新 
【ボブ・ディランにノーベル賞】社会情勢、宗教、政治や愛…時代を切り開いたディラン氏

フォークの貴公子として注目を集めたボブ・ディラン氏。歌手として初めてノーベル文学賞受賞が決まった＝１９６５年（ＡＰ） 
　【ロサンゼルス＝中村将】ノーベル文学賞の受賞が決まった米シンガーソングライター、ボブ・ディラン氏は音楽を通じて、政治や社会の問題に声をあげ、時代を切り開いてきた。７５歳の今もステージに立ち、世界にメッセージを送り続ける。
　米カリフォルニア州インディオで今月７日に開催された「デザート・トリップ・フェスティバル」でディラン氏はステージに姿を現した。ザ・ローリング・ストーンズやポール・マッカートニー氏ら有名アーティストが参加する一大イベント。円熟味を増したディラン氏は最近、再び絶賛されている。
　ディラン氏がアルバムデビューした１９６０年代の米国は、学生を中心とした若者らが「自由」や「平等」を訴えてムーブメントを起こした時代だった。
　代表曲の「風に吹かれて」は旋律だけでなく、ベトナム戦争への反対や黒人に対する差別への批判の意味を込めた歌詞が多くの若者の支持を得た。
　「どれぐらい弾丸が飛び交えば、永遠に禁止されるのか」「人々はどれぐらいの年月を経れば、自由になれるのか」といったシンプルで明確なメッセージがある半面、「ただ風の中で吹かれているだけ」という答えで終る曲は、「無力感」や「心地よさ」「抵抗」といったさまざまな感情を想起させた。
　時代にこびないスタイルはビートルズやＵ２といった世界の音楽界の大物に影響を与えてきた。オバマ米大統領もディラン氏を「米音楽史最大の巨人」と称賛している。
　スウェーデン・アカデミーが授賞理由を「米国音楽の偉大な伝統の中に新たな詩的表現を創造した」としたのも、こうした数々の曲にこめられたメッセージを評価した結果といえる。
　大統領選をひかえる現在の米国社会は、ディラン氏が活動を始めたころとは大きく様変わりした。その過程においても、「社会情勢、宗教、政治や愛のようなトピックについてのアルバムを多数録音した」（同アカデミー）ことが、今現在も多くのファンがディラン氏をたたえる理由だ。
ノーベル文学賞にボブ・ディラン氏
NHK10月13日 20時03分
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ことしのノーベル文学賞に、アメリカのシンガーソングライターのボブ・ディラン氏が選ばれました。
スウェーデンのストックホルムにある選考委員会は、日本時間の１３日午後８時すぎ、ことしのノーベル文学賞の受賞者にアメリカの歌の伝統に新たな詩的表現を生み出したとして、アメリカのシンガーソングライター、ボブ・ディラン氏を選んだと発表しました。
ボブ・ディラン氏は、１９４１年アメリカ中西部のミネソタ州で生まれ、ことしで７５歳です。１９６２年にレコードデビューし、代表作の１つ、「風に吹かれて」は黒人に対する人種差別の解消を目指した公民権運動やベトナム戦争を背景に当時の体制に反対する歌として若者を中心に人気を集めました。
ディランさんは５０年に及ぶ長い音楽生活でアメリカの音楽界でもっとも権威があるとされるグラミー賞や、アカデミー賞など数々の賞を受賞しています。また、２００８年には「すばらしい詩の力で音楽界とアメリカ文化に大きな影響を与えた」としてすぐれた音楽や文学、報道などに贈られるピューリッツァー賞の特別賞を受賞していました。
ノーベル賞の選考委員会は「ディラン氏が現代音楽に与えた影響は大きく彼は”第２の文学”の中心的な存在だ」と評価しています。また、「彼は偉大な作詞家だ。すばらしい見本であり、とても独創的だ。伝統的な英語の表現をデビューから５４年間、体現し続け、今なお、新たな個性を生み出し続けている」と述べました。
「風に吹かれて」当時の米を象徴
ボブ・ディラン氏の音楽は音楽性とともに歌詞が高い評価を受けてきました。１９６２年にレコードデビューし、「風に吹かれて」や「ライク・ア・ローリング・ストーン」などは公民権運動やベトナム戦争で揺れた当時のアメリカを象徴する歌として知られています。
このうち「風に吹かれて」は、人生について問いかける歌詞が繰り返されたあと、最後に「その答えは風に吹かれている」と締めくくられていて、社会への不満や矛盾を感じる多くの若者たちの心をとらえました。
また「戦争の親玉」は、自分は安全な場所に身を置きながら多くの若者を戦場に送り込む立場の人を激しい言葉で非難した歌で、ディランさんの強いメッセージが歌詞にあらわれています。
「時代は変わる」は、既成の概念や旧体制への不信感を巧みな表現でつづったもので、シンガーソングライターとしてのボブ・ディラン氏の評価を高く押し上げたと言われています。
音楽と言葉は日本にも影響
ボブ・ディランさんの音楽と言葉は、日本の文化にも大きな影響を与えてきました。
ボブ・ディランさんは、デビューからまもない１９６０年代に、「プロテストソング」と呼ばれる、反戦や社会への反抗を歌う反体制的なフォークソングで人気を集めました。アメリカの公民権運動の時代に多くの人々の間で歌われた「風に吹かれて」などの歌は、学生運動が盛んな当時の日本にも届き、若者の思いを代弁する歌として大きな支持を集めました。現代社会の人間の心情を巧みな言葉でつづるディランさんの音楽は、吉田拓郎さんや井上陽水さんなど日本のミュージシャンにも大きな影響を与えています。
また、ディランさんはことしの公演を含めこれまでに８回、来日ツアーを行っていて、そのたびにデビュー当時とは異なる音楽性を見せ、日本のファンに新たな刺激を与え続けています。
ボブ・ディランさんにノーベル賞　ファン歓喜「優しく染みる反骨の言葉」

東京新聞2016年10月14日 朝刊

 

	１９７８年２月、日本武道館で熱唱するボブ・ディランさん
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　「今夜かける曲はボブ・ディランだけだ」－。若者の気持ちを代弁してきた反骨のシンガーがノーベル文学賞に決まった十三日夜、ライブバーやロックバーなどに、ファンが集まった。「言葉がとんがっていて。でも、優しくて染みる」「深みのある言葉」。ディランさんの歌に魅了されたオヤジたちが、杯を重ねた。

　ディランさんのファンが集まるライブバー「ポルカドッツ」（東京都豊島区）には、文学賞受賞発表後、続々と常連客が集まってきた。経営者の東京ボブさんは「数年前から受賞するといわれていたけど、まさか今年するとは。びっくりした」と話した。

　十代からディランさんの声や歌詞に魅了され、店では自らディランさんの曲をライブ演奏する。「ディランはもしかしたら（ノーベル賞を）いらないと言うかと思った。でも喜んでいるでしょうね。これからも元気にライブをやってほしい」

　同様にディランさんの曲を演奏する常連客のミノル・Ｂ・グッドさん（４８）は「三十年近く前に初めてディランの曲を聴いたときは意味がわからなかった。それが理解できるようになったとき、引き込まれていった」と振り返り、「米国の伝統的な音楽に自分の気持ちを乗せて歌い、六〇年代の若者の気持ちを代弁してきた功績は大きい」と語った。

　ディランさんがベトナム戦争に反対するために歌った曲のタイトルと同じ名前の居酒屋「風に吹かれて」（大田区）の常連で音楽出版社社員の井口吾郎さん（６０）＝大田区＝は「自分たちの親分が賞を取った気分」と受賞を喜ぶ。ディランさんの音楽について「言葉がとんがっていて、抽象的で難しい。でも優しくて染みる。日本語訳の、その先の意味を探る楽しさがある」と魅力を語る。

　「ディランなら賞をとって当然。涙が止まらない」。ロックバー「フルハウス」（千葉市稲毛区）のマスター、高山真一さん（６８）は喜びのあまりむせび泣いた。レコードはすべてそろえ、今年四月の東京での日本公演を含め、何度もライブに駆けつけた熱狂的なファンだ。

　「『答えは風の中に舞っている』というワンフレーズのかっこよさ。聖書の一節に独自の解釈を加えるなど深みのある言葉。普遍的な人生の歌に、ずっと夢中にさせられている」。店内には数千枚のレコードやＣＤがある。「今夜はかけるのはディランだけだ」

　ノーベル文学賞の候補とみられていた作家の村上春樹さん（６７）が、かつてジャズ喫茶を経営していた東京都渋谷区千駄ケ谷の商店街にある鳩森八幡神社境内では、村上さんのファンが集まっていた。ディランさんの受賞が決まると、村上さんの小説「風の歌を聴け」と、「風に吹かれて」を掛けて、「風の歌が風に吹かれちゃった」と評するファンも。

　地元商店街で不動産業を営む大谷秀利さん（５５）は「これまで春樹さんがノーベル賞を取れなかったのは純文学ではないからと言う声もあった。ボブ・ディランが受賞決定したということで一気に、文学賞の間口が広がった。だったら来年こそ春樹さんでしょ」と来年に期待を寄せた。

◆小室等さん「僕らの支え かっこいい！」

　ディランさんの影響を受けたフォークシンガー小室等さん（７２）は「娘からの電話で受賞を知った瞬間、われを忘れた。一緒に飲んでいた音楽仲間に、自分の親戚の出来事のように自慢していた」と声を弾ませた。

　ディランさんより二年後に生まれた小室さんは一九六八年にグループ「六文銭」を結成し、上條恒彦さん（７６）が歌った「出発（たびだち）の歌」をヒットさせた。

　「一九六〇、七○年代に若者だった僕らにとって、時代に物を言うディランは支えだった。曲を聴き、『これからをいい世の中にできる』という思いが湧いてきた」と振り返る。

　ディランさんの受賞は予想していなかったが、「歌詞にいっぱい暗号が隠されていて、十人が十人、受け取り方が違う。そんな体験は他の歌にはなかった」と文学性を評価する。

　「今、思い浮かぶ曲は？」という質問に「あれも、これも。僕らのアイドルがノーベル賞を取った。『かっこいい！』という気持ち」と少年のように喜んだ。

◆彼がいたから今日が

　＜シンガー・ソングライターの吉田拓郎さんの話＞　もし、あの時にボブ・ディランがいなかったら、と考える。ボブ・ディランがいたから今日があるような気もする。多くのことがそこから始まったと僕は思うのだ。

女性問題で日教組おわび　委員長の週刊誌報道受け

共同通信2016/10/13 21:34

　日教組の岡本泰良委員長（56）の女性問題が13日発売の週刊新潮に報じられ、日教組は「誠に遺憾で、あってはならないこと。組合員や関係団体に心配や不信感を抱かせたことに深くおわびします」との見解を出した。進退については「適切に対処していく」としている。

　記事では組合費を私的流用した疑惑も取り上げられたが、見解では「事実無根だと断言します」としている。

　岡本委員長は大分県教組出身。2008年から今年3月まで日教組書記長を務め、今年4月に委員長に就いた。

設計会社、受注前に盛り土省略を説明　都側は問題視せず
朝日新聞デジタル2016年10月14日05時29分
　東京都の豊洲市場（江東区）で主な施設下に盛り土がなかった問題で、施設の基本設計を受注した設計会社・日建設計が受注前の段階で「盛り土工事の省略」について都の担当幹部らに説明していたことが１３日、分かった。都の土壌汚染対策と矛盾しかねない内容だが、問題視されていなかった。
　都が同日公表した「プロポーザル技術審査委員会」の議事録から明らかになった。審査委は、設計の受注を望む業者から提案された工法などを検討。外部有識者２人と都の担当部局幹部７人が委員を務めた。
　議事録によると、２０１１年２月４日、日建設計と別の１社から委員が聞き取りをした。日建設計の担当者が「盛り土工事の省略によるコスト削減と工期短縮」として、「基礎の形に合わせ、必要な箇所にだけ盛り土をする」と説明。都の委員が工期短縮の見込みを尋ねると、同社は「１～２カ月短縮できる」と答えた。盛り土をしないことを疑問視する意見は出なかった。別の１社は、盛り土について触れていなかった。【続きあり】
しんぶん赤旗2016年10月14日(金)

豊洲問題　隠ぺい体質一掃を　都議会閉会　あぜ上議員討論

　東京都議会第３回定例会は１３日、最終本会議を開き閉会しました。日本共産党の、あぜ上三和子都議は討論で、都政を揺るがす大問題となっている築地市場（中央区）の豊洲（江東区）移転問題について、虚偽の説明で都民と都議会を欺いてきた都を厳しく批判しました。

　あぜ上氏は、この問題の発端は石原慎太郎元知事が、東京ガス豊洲工場跡地が高濃度の有害物質で汚染されていることを知りながら市場移転計画を強行したことにあると指摘。

　都が新市場の主要施設の地下で土壌汚染対策の盛り土を行わず、地下空間を造っていたことについて、都が自らの責任を技術会議に転嫁し、公文書である「自己検証報告書」まで捏造（ねつぞう）していたことを批判。「都政の隠蔽（いんぺい）体質を一掃することなしに、失った都政への信頼回復はできない」と強調しました。

　あぜ上氏は新市場の地下水位が管理できておらず、盛り土が再汚染される危険性が明らかになったと指摘。地下水管理システムを受注した日水コンが地下水流動解析の実験研究施設を所有しておらず、入札参加資格を欠いている疑惑を示して、調査・検証するよう改めて求めました。

　あぜ上氏はまた、２０２０年東京オリンピックの費用削減と透明化をどう進めるか問われると述べ、アスリート、都民の理解と納得を得て整備費を削減するよう要求。組織委員会に大会運営費の総額と内訳を公表させるよう求めました。

　同日の本会議は、小池百合子知事が提出した知事給与を半減する条例案を全会一致で可決しました。

　一方、都議の議会出席に伴う費用弁償を削減する条例案（日本共産党など５会派が昨年第１回定例会で共同提案）は継続審議となりました。あぜ上氏は討論で、条例案を速やかに可決するよう呼びかけました。

論説　自衛隊後方支援　歯止めの議論が必要だ
山陰中央新報'16/10/13

安倍政権は、自衛隊の米軍への後方支援活動を拡充する「日米物品役務相互提供協定」（ＡＣＳＡ）改定の承認案を臨時国会に提出する方針だ。新任務について国会でしっかりと議論を行うよう求めたい。
　日米両政府が９月に署名した新協定は、３月に施行された安全保障関連法に基づいて、これまでは行っていなかった弾薬の提供も可能とし、支援ができる地域も拡大する。安保関連法の本格的な運用に向けたものだ。
　ただ昨年の国会審議では、１０本の法改正を一括した法案と１本の新規法案がまとめて提出されたため、後方支援活動について議論が深まったとは言い難い。
　日米ＡＣＳＡは、自衛隊と米軍の間で燃料・食料などの物品や輸送・宿泊などの役務を融通し合う枠組みを定めた協定だ。燃料・食料に加えて弾薬まで提供する後方支援は、戦闘部隊の生命線を握る「兵たん」であり、戦闘行為と切り離して「安全だ」とはいえない。
　安倍政権はアフリカ・南スーダンに派遣している国連平和維持活動（ＰＫＯ）部隊についても「駆け付け警護」などの新たな任務を安保関連法に基づいて付与する方向で最終検討に入っている。
　安倍晋三首相は「積極的平和主義」を掲げるが、その看板の下、自衛隊の活動をどこまで広げていくのか。隊員のリスクを厳格に見極め、歯止めをかける議論が必要だ。
　自衛隊が後方支援活動を拡充する根拠は２０１４年７月の閣議決定にある。それまでの後方支援は憲法が禁じる他国の武力行使との「一体化」を避けるため、「現に戦闘が行われていない地域」と「活動期間を通じて戦闘行為が行われることがないと認められる地域」を「非戦闘地域」と定め、活動するとしてきた。
　しかし１４年の閣議決定は「現に戦闘行為を行っている現場」以外での支援活動は一体化が問われないと解釈を変更し、より「戦場」に近い地域での活動に道を開いた。戦場は状況に応じて変動する。この規定で十分か。
　想定する事態も拡大する。これまでの協定は、日本が直接攻撃を受けた「武力攻撃事態」と「武力攻撃予測事態」に限られていた。しかし新協定では集団的自衛権が行使できる「存立危機事態」や、日本の平和に重要な影響を与える「重要影響事態」でも支援を認めている。重要影響事態は朝鮮半島有事での米軍支援を想定した周辺事態法を改正し、活動範囲の地理的制約を事実上撤廃したものだ。
　他国軍の後方支援のために自衛隊を海外に随時派遣できるようにした新法の「国際平和支援法」によって有志国連合の活動も支援できるようになっている。安保関連法に沿ったものとはいえ、際限ない拡大につながらないか。
　南スーダンＰＫＯに関して、８日に現地を視察した稲田朋美防衛相は、自衛隊が活動する首都ジュバの治安情勢は「落ち着いている」と述べた。「駆け付け警護」についても「要請に応じて対応可能な限度で行う」として自衛隊の「リスクが高まることはない」と国会で答弁した。しかしジュバ周辺では反政府勢力による襲撃事件も報じられている。自衛隊の負うリスクには慎重になるべきだ。


社説　自衛隊後方支援

宮崎日日新聞2016年10月13日

◆歯止めかける議論が必要だ◆
　安倍政権は、自衛隊の米軍への後方支援活動を拡充する「日米物品役務相互提供協定」（ＡＣＳＡ）改定の承認案を臨時国会に提出する方針だ。
　新協定は安全保障関連法に基づいて、これまで行っていなかった弾薬の提供も可能とし、支援ができる地域も拡大する。安保関連法の本格的な運用に向けたものだ。
　ただ昨年の国会審議では、１０本の法改正を一括した法案と１本の新規法案がまとめて提出されたため、後方支援活動について議論が深まったとは言い難い。国会でしっかりと議論するよう求めたい。
「安全」は机上の論理
　ＡＣＳＡは、自衛隊と米軍の間で燃料・食料といった物品や輸送・宿泊などの役務を融通し合う枠組みを定めた協定。燃料・食料に加え弾薬まで提供する後方支援は戦闘部隊の生命線を握る「兵たん」であり、戦闘行為と切り離して「安全」と言えるものではなかろう。
　安倍政権はアフリカ・南スーダンに派遣している国連平和維持活動（ＰＫＯ）部隊についても「駆け付け警護」などの新たな任務を付与する方向で最終検討に入っている。安倍晋三首相は「積極的平和主義」を掲げるが、その看板の下、自衛隊の活動をどこまで広げるのか。リスクを厳格に見極め、歯止めをかける議論が必要だ。
　自衛隊が後方支援を拡充する根拠は２０１４年７月の閣議決定にある。それまでは、憲法が禁じる他国の武力行使との「一体化」を避けるため、「現に戦闘が行われていない地域」と「活動期間を通じて戦闘行為が行われることがないと認められる地域」を「非戦闘地域」と定め、活動するとしてきた。
　しかし１４年の閣議決定は「現に戦闘行為を行っている現場」以外での支援活動は一体化が問われないと解釈を変更。より「戦場」に近い地域での活動に道を開いた。戦場は状況に応じて変動する。この規定は机上の論理と言うしかない。
ジュバ情勢なお不安定
　想定する事態も拡大する。これまでの協定は、日本が直接攻撃を受けた「武力攻撃事態」と「武力攻撃予測事態」に限られていた。
　しかし新協定では集団的自衛権が行使できる「存立危機事態」や、日本の平和に重要な影響を与える「重要影響事態」でも支援を認めている。重要影響事態は、朝鮮半島有事での米軍支援を想定した周辺事態法を改正。活動範囲の地理的制約を事実上撤廃したものだ。
　さらに他国軍の後方支援のために海外に随時派遣できるようにした「国際平和支援法」によって、有志国連合の活動も支援できるようになっている。安保関連法に沿ったものとはいえ、際限ない拡大ではないかとの懸念を拭えない。
　南スーダンＰＫＯに関し、稲田朋美防衛相は、自衛隊が活動する首都ジュバの治安情勢を「落ち着いている」と述べたが、周辺では反政府勢力による襲撃事件も報じられている。自衛隊の負うリスクを甘く見るべきではない。 

社説　白紙領収書　収支報告の信頼揺らいだ
新潟日報2016/10/13
政治資金収支報告書に対する国民の信頼を揺るがす事態と言わざるを得ない。
　内閣の要である菅義偉官房長官と、稲田朋美防衛相の報告書に添付された領収書の中に、白紙の領収書に同じ筆跡で記入されたものがあった。
　両氏は同僚議員の政治資金パーティー代金を支払った際に白紙の領収書をもらい、事務所側で書き込んだと認めた。
　共産党は、政治資金規正法を所管する高市早苗総務相にも同様の事例があったと指摘した。
　共産党によると、筆跡が同じとみられる領収書は２０１２年から３年間分で見つかった。
　菅氏は計約２７０枚、計約１８７５万円分、稲田氏は計約２６０枚、計約５２０万円分あった。
　高市氏の場合は、３人の筆跡があり、計約３４０枚、計約９９０万円分だった。
　白紙の領収書を交付した団体の中には、現職閣僚の事務所や、閣僚に関連する団体もあった。
　菅氏らは大規模なパーティーで出席者に領収書の宛先や金額を記載すると受付が混乱する、などと釈明した。
　また、「パーティー主催者の了解の下で記載しており問題ない。水増しは一切行っていない」と強調している。
　領収書は、支出を証明するものである。金額や年月日、ただし書きは、領収書を交付した団体が記入するのが当然だ。
　支出した側が記入したのでは、金額を水増ししたのではないかとの疑念を持たれかねない。これでは、報告書に添付する意味がなくなってしまう。
　菅氏らの説明は、社会常識から懸け離れている。たとえ時間がかかったとしても、交付した団体に記入を求めるべきである。
　理解に苦しむのは、高市氏が「領収書の発行者側の作成方法について規定はない」と述べ、問題はないとの認識を示したことだ。
　所管大臣には法律の趣旨にのっとって、収支報告書の透明性を確保するよう努める責任があるはずだ。率先して、改善に乗り出すべきである。
　自民党は、今回の問題を受けて、党所属の全国会議員に対し、領収書に金額など必要事項を記入して渡すよう通達した。徹底されるよう求めたい。
　白紙領収書を巡っては８月以降、富山市議会で政務活動費の架空請求や水増しなどが相次いで発覚した。１０人以上が辞職し、補欠選挙が行われる異常事態だ。
不正は他自治体に飛び火しており、対策は急務だ。
　議員自身が、再び不祥事を起こすことがないよう、襟を正すのは当然である。
　白紙領収書が不正の温床になる可能性が高い以上、放置することは許されない。
　実効性のある法律に改正することも含め、本格的に議論するべきではないか。
　政治資金にしろ、政務活動費にしろ、カネにまつわる問題は政治不信に直結する。政治家は肝に銘じるべきだ。
論説　白紙領収書の常態化　「問題はない」のが問題だ

福井新聞2016年10月13日午前7時30分

　【論説】領収書とは、金銭の支払い経緯を明らかにするため、受領した側が支払った側に発行する文書である。法律上の証拠書類となるこの文書を発行者以外の者が勝手に記入したり、書き換えたりすれば「文書偽造」となり刑法違反―。そんな疑いが出てくる。
　国会議員が同僚議員の政治資金パーティーに出席した際に白紙の領収書を受け取り、自身の事務所で金額を書き込むケースが発覚、国会で問題化した。常態化している可能性がある。
　白紙領収書を巡る問題は参院予算委員会で共産党議員が取り上げ、指摘されたのは菅義偉官房長官と稲田朋美防衛相である。
　菅氏は２０１２年から１４年の３年間で約２７０枚、金額にして約１８７５万円分。稲田氏は同期間で約２６０枚、全て２万円の領収書が約５２０万円分あった。同じ筆跡であり、両氏とも自分の事務所側での金額記入を認めた。
　さらに共産党の指摘で、高市早苗総務相も３年間で約３４０枚、約９９０万円分について３人の筆跡による領収書が見つかったという。政治資金規正法を所管するのは総務省だが、そのトップにも疑惑の目が向けられているわけだ。
　菅氏らは、大規模パーティーの際に受付が混雑することなどを理由に挙げ、主催者了解の下で記載したという。菅氏は「正確に記入した」、稲田氏も「問題はない」との認識を示した。
　単なる事務処理上の対応と言いたいのだろうが、本当に正確に記入されているのか。支払い側が勝手に金額を記入するのでは水増しも疑われ、法律上の証拠書類になるはずもない。議員同士が「あうん」の呼吸で不適切な領収書を作る可能性もあり得る。
　高市総務相は「領収書の発行者側の作成方法について規定はない」とした上で「出席した議員側で必要事項を領収書に記載したとしても、パーティーの主催者から了解されていれば、法律上の問題は生じないと考える」との見解を示した。
　問題がないのなら、なぜ高市氏は政党による改善策を要望し、自民党は慌てて自党の全国会議員に金額など必要事項を記載して渡すよう通達したのか。二階俊博幹事長が「ちゃんと記載するのは当然だ」と強調した。この「当然」のことができないのが「政治とカネ」の問題につながっていくのではないのか。
　総務省の収支報告手引では「支出した側が追記することは適当でない」と明記している。あれこれ言い訳するべきではない。
　白紙領収書問題では、富山市議が政務活動費を架空請求した不祥事が判明し、議員辞職が相次いでいる。全国規模でみれば、氷山の一角にすぎないのだろう。
　政治資金の透明化を図るためには、法改正で対応すべきではないか。「政治慣行」という非常識を放置すれば政治浄化が遠くなる。

中國新聞／2016/10/13 10:00

社説　輸入米調整金／ＴＰＰ影響、再試算せよ

　国の管理下で行われてきた輸入米の入札で「調整金」などと呼ばれるリベートが横行する実態が浮かび上がった。内々に輸入米を国産米より安く売る仕組みとみられ、不可解である。
　この不透明な取引の存在を、農林水産省も認めて禁止する方針を打ち出した。しかし公表した調査結果は、あくまで業者からの聞き取りにすぎず、取引の実態には踏み込んでいない。
　政府はこれで輸入米と密接不可分な環太平洋連携協定（ＴＰＰ）承認案の国会審議に、あすにも入りたい腹積もりだが、はなから値引きを裏約束した取引があるのだ。ＴＰＰで輸入米が増えても国産米への影響はない—とする政府説明の根拠は崩れてしまう。何事もなかったかのように、このまま審議入りするのを見過ごすことはできない。
　輸入米の入札は売買同時入札（ＳＢＳ）という。外国でコメを買って国に売る商社と、国からコメを購入する国内の卸業者がペアで参加する入札を指す。国が定めた予定価格をクリアした入札参加者のうち、国から見て買い入れ価格と売り渡し価格の差額（マークアップ）が大きい順に落札できる仕組みだ。
　日本は世界貿易機関（ＷＴＯ）協定に基づいて、年間約７７万トンをミニマムアクセス（最低輸入量）としている。安価な輸入米が流入して国産米が値崩れすると農家に打撃を与えるため、国家貿易で管理している。マークアップは事実上の関税であり、売り渡し価格を高めに維持する役目を果たすという。
　ところがＳＢＳにペアで参加した総合商社から卸業者へ、リベートの支払いがあったことが報道で明らかになった。卸業者はこのリベートを原資に、輸入米を安売りすることもできるはずだ。輸入米の価格を実際より高く見せる意味で、価格偽装と呼ばれても仕方あるまい。
　今回の農水省の調査によると、落札実績のある商社と卸業者計１３９社のうち、４割を超す６１社で業者間の金銭のやりとりがあったことが判明した。農水省は金銭のやりとりは禁止することにしたものの、山本有二農相は「国産米の需給や価格に影響を与えている事実は確認できなかった」と結論付けた。
　全くもって解せない。リベートは例外的なやりとりではなさそうだ。聞き取りでお茶を濁すのではなく、法的権限に基づく立ち入り調査も含め実態解明すべきだろう。それを行わず影響がないと言えるはずもない。
　ＴＰＰが発効すると、米国とオーストラリアからの輸入枠が合計で最大約７万８千トン増える。ＳＢＳによる輸入だが、政府は同量の国産米を備蓄米として市場で買い上げれば影響はないと試算してきたのである。
　しかし問題の性急な幕引きは許されない。リベートの温床となるような取引が徹底解明されないなら、どのような価格操作が行われるか分からないのではないか。「ＴＰＰ承認ありき」で国内生産者をさらに脅かす事態は避けるべきである。
　安倍晋三首相は「他国に先駆けてＴＰＰを承認し、早期発効に弾みをつける」と前のめりな姿勢だが、生産者や消費者の不安を払拭（ふっしょく）するのが先決だ。そのためにはＴＰＰ発効後の影響試算をいま一度見直す必要がある。少なくとも国会での審議入りは、それを待つべきだろう。

社説　ＴＰＰ承認で世界の自由貿易を主導せよ 
日経新聞2016/10/14付
　国会で環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）承認案・関連法案の審議が始まる。
　米欧で経済のグローバル化への批判や保護主義的な動きが強まるなか、日本の動向は世界が注視している。日本は今国会でＴＰＰ承認案を確実に成立させ、自由貿易の推進を主導すべきだ。
　日米など12カ国が合意したＴＰＰは物品の関税撤廃だけでなく、環境や労働、知的財産などの分野を含めて広範なルールを定めている。高水準の貿易・投資ルールは、実質的に世界標準となる21世紀型の自由貿易協定といわれる。
　米国では２人の大統領候補がそろってＴＰＰに反対している。オバマ米大統領は在任中に議会の承認を得たい考えだが、野党の米共和党から早期承認は難しいとの声が出ている。
　こうした状況を踏まえ、日本国内では「ＴＰＰ承認案の成立を急ぐ必要はない」との声が出ているが、あまりに消極的で内向きの発想ではないか。
　ＴＰＰが発効するには、域内の大国である日米両国がそろって国内手続きを終える必要がある。だからこそ、日本がＴＰＰ承認案を今国会で成立させることが最大の外交カードとなり得る。
　第１に、ＴＰＰの内容を確定し「再交渉はあり得ない」との立場をはっきりさせることで、米議会が承認するよう強く圧力をかけられるようになる。
　第２に、オーストラリアやニュージーランドなど他のＴＰＰ参加国も日本に追随し、議会承認などの国内手続きを進めやすくなる。
　第３に、他の通商交渉への好影響が期待できる。たとえば、日中韓インドなど16カ国による東アジア地域包括的経済連携（ＲＣＥＰ）交渉で、自由化に慎重な中国やインドに前向きな姿勢に転じるよう迫ることができる。
　日本は欧州連合（ＥＵ）との経済連携交渉で年内の大筋合意をめざしている。ＴＰＰ承認案の成立を先送りすれば、ＥＵが求めている農産品の関税削減・撤廃などで日本は妥協案を示せず、交渉が漂流するリスクさえある。
　すでにインドネシア、タイ、フィリピン、台湾などがＴＰＰへの関心を示し、韓国も将来の参加の意向が伝えられている。
　日本はこうした国・地域を支援するためにも、率先して自らの責務を果たすべきだ。野党も建設的な態度で審議に臨んでほしい。
社説　北部訓練場返還　翁長氏はなぜ歓迎しないのか

読売新聞2016年10月14日 06時06分

　沖縄にとって、「目に見える形」での大規模な基地負担の軽減になる。着実に進めたい。

　菅官房長官が、沖縄県内最大の米軍施設である北部訓練場の一部の年内返還を目指す方針を表明した。翁長雄志知事との会談で伝えた。

　返還は、１９９６年の日米沖縄施設・区域特別行動委員会（ＳＡＣＯ）合意に基づくものだ。輸送機オスプレイなどが使うヘリコプター着陸帯６か所の存続区域への移設を条件に、約７５００ヘクタールのうち約４０００ヘクタールが返還される。

　政府は、着陸帯の整備工事の完了時期を当初想定していた今年度中から１２月中に前倒ししたい考えだ。返還が実現すれば、県内の米軍施設の総面積が２割も削減される。その意味は大きい。

　周辺の森林地域は９月、「やんばる国立公園」に指定された。将来的には、返還区域の編入が見込まれている。観光などによる地域振興の弾みともなろう。

　問題なのは、着陸帯整備やオスプレイ使用への反対派が違法行為を続けていることだ。

　県道に車を止め、工事車両の通行を阻む。訓練場内に不法侵入し、着陸帯整備のための樹木伐採作業を妨害する。沖縄防衛局職員が暴行され、負傷した例もある。

　一般市民も、現地の道路を通れないなどの迷惑を被っている。授業に遅れた小学校教諭もいる。反対派には県内外から集まった活動家らが少なくない。地元住民が批判するのはもっともだ。

　警察当局は全国から機動隊員を動員して対処している。先月中旬には、県道を違法に封鎖したとして、反対派２人を往来妨害容疑で現行犯逮捕した。法治国家として適切な取り締まりを求めたい。

　翁長氏の当事者意識を欠いた、場当たり的な言動も疑問だ。

　翁長氏は菅氏との会談後、訓練場の一部返還について「歓迎する」と語った。ところが、共産党などが反発すると、一転して「発言は不適切だった」と釈明した。

　翁長氏はこれまでも、県道管理者でありながら、車両撤去などに消極姿勢を取り続けてきた。日頃、沖縄への米軍基地集中を強く批判しながら、なぜ広大な施設の返還に協力しようとしないのか。

　地元の国頭、東両村は、早期返還を求めている。訓練場の周辺住民の大半も、騒音対策などの条件付きで着陸帯整備を容認する。

　こうした「民意」を踏まえ、負担軽減策の実現を政府任せにせずに、自ら汗をかくことこそが、知事の責務のはずだ。

社説　伐採２万４千本　北部訓練場を全面返還せよ

琉球新報2016年10月13日 06:02 
　こんな計画が実施されたら、やんばるの生態系にとって取り返しのつかないことになる。
　東村と国頭村に広がる米軍北部訓練場のヘリコプター着陸帯（ヘリパッド）建設工事を巡り、政府はＮ１、Ｇ、Ｈの３地区で計２万４２６２本の立木（りゅうぼく）の伐採を計画している。伐採範囲は少なくとも３・８ヘクタール以上で、多大な環境負荷だ。
　米軍北部訓練場を除き、周辺は「やんばる国立公園」に指定されたばかりだ。北部訓練場は自然度の高い場所でありながら、国の管理が及ばない米軍施設だから指定から除外され、自然破壊が続く。
　政府は今後、国立公園指定地域を含む「奄美・琉球」の世界自然遺産登録を目指す。だが、米軍北部訓練場の存在は登録の最大の阻害要因である。
　ヘリパッド建設により伐採されるやんばるの森は、亜熱帯地域の照葉樹林が広がり多くの生き物が生息する。やんばる固有種のナミエガエルやノグチゲラ、ヤンバルテナガコガネなど、もともと数が少なく絶滅の危機にある動植物が生息している。生物の多様性という点では、他府県に比べ単位面積当たりで４０～５０倍と指摘される。
　専門家は「やんばるに生息する動物は５千種類以上、高等植物は千種類を超える。ヘリパッド建設に伴う森林伐採が森に風を通してしまい、生き物が好む湿り気を奪ってしまう」と警鐘を鳴らす。
　高木層の大量伐採により、残された周辺の樹木は強い直射日光や強風のあおりで相当な悪影響を受けるという。さらに樹齢６０年以上で幹が太くてしっかりとした樹木は、ノグチゲラやヤンバルテナガコガネなど希少種の営巣に最適な環境でもある。それが伐採で消えてしまう。
　世界最大の自然保護機関・国際自然保護連合（ＩＵＣＮ）は２０００年と０４年、日米両国政府に対しノグチゲラ、ヤンバルクイナなど希少生物の保護を勧告している。
　世界自然遺産登録を目指すなら、ＩＵＣＮ勧告は無視できない。なぜならユネスコ世界遺産センターに日本政府が提出する推薦書は、同センターの諮問機関・ＩＵＣＮが調査・評価するからである。
　世界自然遺産登録を実現し世界に誇る宝の森を次世代に残すために、ヘリパッド建設計画の中止と、米軍北部訓練場の全面返還を強く求める。
社説　翁長知事「歓迎」発言問題点の整理が急務だ

沖縄タイムス2016年10月13日 08:17

　米軍北部訓練場の年内返還を「歓迎する」と評価した翁長雄志知事の８日の発言が大きな波紋を呼んでいる。翁長知事は１１日になって、発言が「不適切」だったと釈明したが、意を尽くした説明にはなっていない。

　菅義偉官房長官は、知事公舎での翁長知事との会談で、北部訓練場のおよそ半分に当たる約４千ヘクタールの年内返還を目指す考えを明らかにした。

　知事公舎での会談は非公開だった。「歓迎」発言は会談後、記者団の質問に答える形で語ったものだ。

　翁長知事は「県の方針としても早めに返してくれということなので、その意味では歓迎しながら承った」と説明した。

　北部訓練場の返還は、６カ所のヘリパッドを返還対象外の区域に移設し、合わせて海への出入りを確保するため土地と水域を新たに追加提供することが条件となっている。

　日米両政府は「返還」とヘリパッドの「移設」は切り離せない、と強調する。政府のこのような論理に、県は有効に反論し得ているだろうか。

　返還は「負担軽減につながる」というのが県の基本的な立場だ。その一方で、資機材搬入のための自衛隊機投入や強引な工事、オスプレイによる訓練などについては、批判的姿勢を崩していない。

　県の姿勢につきまとってきたわかりにくさ。政府はまさにその部分に、くさびを打ち込んだのである。

　何が問題なのかを早急に整理し、説得力のある言葉で県民に説明する必要がある。

■　　　　■

　安倍晋三首相は、今国会の所信表明演説で、「県内の米軍施設の約２割、本土復帰後最大の返還」だと返還面積を持ち出し、負担軽減を強くアピールした。だが、その説明は一面的である。

　政府は「抑止力の維持・向上」と「負担軽減」はセットであると主張してきた。狭い沖縄でこの二つの課題を同時に達成することは不可能だ。面積が減ったからと言って直ちに負担軽減につながるわけではない。

　沖縄の基地問題が他府県と違って深刻なのはなぜか。沖縄では、人口密度の高い本島に飛行場や演習場などが集中し、空も海も訓練空域、訓練水域に覆われている。外来機の飛来も頻繁だ。

　米軍は地位協定によって基地の排他的管理権を持ち、国内法が適用できない。国会の監視の目が届かない日米合同委員会で物事が決められ、自治体は著しく自治権を制約されている。米軍がノーと言えば自治体は手も足も出ない。

■　　　　■

　東村高江の集落を取り囲むようにヘリパッドが配置されれば、住民は新たな被害に悩まされることになる。オスプレイの飛行訓練が動植物にどのような影響を与えるのか、その調査も不十分だ。

　米軍の訓練場の要請を優先し、情報開示も住民への説明も通りいっぺん。決まったことだからと合同委員会の密室での合意を押しつけ、米軍・機動隊・民間警備員・自衛隊が一体となって工事を強行する。おぞましい限りだ。

　あらためて移設の問題点を洗い直すべきである。

社説　ボブ・ディラン　風の中、時代は変わる

東京新聞2016年10月14日

 　歌手ボブ・ディランにノーベル文学賞。なあに驚くには当たらない。小説も詩も歌詞も、肝心なのは言葉の力さ。だって、友よ、風に吹かれて、転がる石のように、時代は変わっていくのだし－。

　ボブ・ディランは詩人である。

　フォークからロック、この春の十五年ぶりというホールでの来日コンサートでは、フランク・シナトラやイブ・モンタンといった大御所の名曲をカバーして、ボーカリストとしての実力を見せつけた。

　しかし、最も会場を沸かせたのは、アンコールの一曲目に歌った、やはりあの「風に吹かれて」だったろう。「公民権運動の賛歌」と言われる抵抗の歌である。

　もともと楽譜の枠をはみ出たような“字余りソング”。一九六三年発表のセカンドアルバム「フリーホイーリン」に収録された初出時の旋律は、ほとんどない。

　それでもファンたちは、変化をかみしめ、変わらない言葉を味わい、そして口ずさみ、その歌と共に生きた歴史をふり返る。

　ギターの弾き語り、ホルダーで固定したハーモニカ、とても美しいとは言えないしゃがれ声、自分の言葉を自分のメロディーに乗せて歌うそのスタイルは、ビートルズとともに日本のミュージックシーンも変えた。自分の言葉で歌っていいと教えてくれた。

　フォークの教祖といわれた岡林信康も、貴公子と呼ばれた吉田拓郎も、ディランに憧れ、ディランをまねた。

　プロテスト（抵抗）の心を秘めたメッセージソングの確立だった。そのメッセージが時代を大きく動かした。

　言葉の力で本当に時代を変えた人である。七十五歳の今も現役。その受賞は驚くに当たらない。

　以前から候補には上っていた。二〇〇八年には「卓越した詩の力による歌詞がポピュラー・ミュージックとアメリカ文化に大きな影響を与えた」として、ピュリツァー賞の特別賞を受賞した。

　メッセージ性や社会批判を重視すると言われる文学賞。二重三重の意味を持つという歌詞の文学性…。むしろ王道の受賞者といっていい。

　とはいえ、ディランが歌ったように「時代は変わる」。

　♪最初のものが最後になる／時代は変わるのだ…。

　ノーベル文学賞は、ディランがそうしてきたように既存の枠を飛び越える変化を見せた。

　来年こそ、村上春樹氏も…。
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